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第 一・バ詫 緒 論 及 久 獄

弟-二t'i'1:海狐 問 二於 ノ・ノレゲ アレトネ ノレ氏 菌 ノ分 布 卜

實験 的海 狽 結 村 二際 ン、,2e菌!rl然 的 感 染

卒

節 ・緬 外 見 ヒ健 康状 態 ト目 サ ル ・海 狸 中、 ソ

ノ流 血 中 ゲノレ トネノレ氏 菌 ・混 染 率

第 一・項 動 物 ノ1聾定 ト流 血 中苗 ノ謹 明 法

策二 項 流 血 中 菌 諦 明 ノ頻 度 トゲ ノレトネ ノレ氏

菌 ノ混 入 割 含

第 三 項 動 物 ノ大 小 トゲ ノレトネ'レ氏 菌 ノ混 染

卒

第 四 項 特k海 瞑 血 清 内 抗燈

第 五項 消 化 菅 中 ノゲ ノレトネ ノレ氏 菌 ノ存(i:

第 二 節 結 核 實験 二際 シ混 入 スノレゲ;レ トネ ル氏

菌 ノ混 染 率

第 三 章 海狸 二 於 ケ ル結 核 トタ ル トネ ァレ氏 菌 ノ細

菌 學 的 關 係 小 括

第 四章 病 理 組 織學 的 領 域 二 於 ヶ ル結 核 トゲ ノレト

ネル氏 菌 ノ關 係

第 一 節 自然 的感 染 二依 ル整 死 或 ・・撲 殺海 猿 ・

病 攣 概 括

第 一 項 肺 臓 二於 ケ ノレ攣 化

第 二 項 肝臓 二於 ヶ ノレ憂 化

第 三項 脾臓 二於 ヶ ノレ攣 化

第 二 節 自然 的感 染 ニ ゴル攣 化 ト結 核 性 墾 化 ・

次

比 陵 考察

:t,'節 ゲノレ1・4・1レ氏腸 炎1¥∫(生荊 及 屍 菌2}結 核

菌 一 ηレ病 竈 狡現 欺 態 比 匠 勤 比

弗 ・締 ゲ ル ト不 ・レ氏刃'.炎菌 少1・ピ 生 菌ノ皮 下 接

種 二 ・ ル肺 臓 、 肝 蕉 脾臓 ・病 理 組 織

學 的 巧斤見

第 二 節 ゲノレ1・1・IV氏r.炎 酵:少卸 「4fflノ皮 下接

種 ニ ヨ ル小 括

第 一三随 ダ ノレ トネノレ氏 腸 炎 菌 大1眠 生 菌 ノ皮 下接

種 ニ ョノレ肺 、肝 、脾 ・病 理 組 織 學 的所 見

第 四 節 ゲ,レ トネ)V氏 既 炎 菌 大;、1(生菌,皮 下接

種 ニ ゴルノ」、手舌

第五 節 ゲ ル ト勺 レ氏 菌(屍 菌ノニ ヨ'レ肺 、 肝、

脾 ・病 理 組 織 學 的所 見

第 六 節 ゲ'レ トネ ル氏 轟,屍 菌)ニ ヨ'レ所 見 小括

第 七 節 結 核 官沙 量 皮下 接 種 ニ ョル肺 、 肝、 脾

ノ所 見

第 八 節 結 核 菌 少 樋皮 下 接 種 ニ ヨ ル所 見 ノ小括

第 九節 結 核 菌 大 量 皮 下 接 種 二 引 レ肺 、 肝、 脾

ノ病 理 組 織 學 的 所 見

第 十 節 結 朽 菌 た量 皮 下接 種 ニ ヨ ル所 見 ノ小括

第 六 章 ゲ1り 堕 辿 氏 腸 炎 菌b結 核 菌 二依 ル病 竈

號 現 状 態 ノ概 評 的比 較 封比

第 七 章 総 括

第 入 章 結 論

第一章 緒論及ビ文厭

腸 炎菌 ハ1888年G5rtner氏 一 ヨ リ新 鮮 ナ ル牝

牛 ノ脾 臓 拉 二肉 中毒 患 者 ノ脾 臓 ヨ リ登 見 サ レタ

ル モ ノナ リ。Eberthノ 「チ フス」菌 登 見 二遅 ル

ル事8年 ニ シテParatyphus菌 籏 中 ノ蛋 見 ノ

哨 矢 テナ ス、元 來paratyphus菌 籏 ト認 メ ラル

ル モ ノニ ハ其 ノ種 類 甚 ダ多 ク生 物 學 的及 免 疫血

清 學 的 二「チ フス」菌 ト大 腸 菌 ノ中 間 二位 スル菌

ニ シテ免 疫 血 清 學 的 二大 腸 菌 ノ如 ク個 々別 々 ノ
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モノニ非 ズ チ フ ス」菌 ノ如 ク特 異 的 限 定的 ノ菌

種 二非 ズParatyphusノ ー 般 的 畿 見起 原 ト シテ

ハAchardetBensaude(1894)一 シテ 患 者 ノ

尿 中及 胸鎖 關 節 ヨ リー桿 菌 テ 登 見 シBacillus

Paratyphiquesノ 名 構 テ使 用 セ リSchottmUller

(1899-1900)ハ 「チ フ ス」菌 二似 テ非 ナ ル菌 ガ 「チ

フス」様 疾 患 テ起 ス 事 テ知 リ佛 蘭 西 學 派 トハ 別

_ParatyphusBacillusト 命 名 シ、之 二就 テ精

密 ナル研 究 テ ナ シBrion及KayserハSchott-

mUllerノ 記 載 テ基 トシ更 二Para,A及Bノ

雨者 テ嘔別 セ リ、 而 シテPara-A・ ・培 養 上 「チ

フス」菌 二近 クPara-Bハ 大 腸 菌 二近 似 ス、 血

清學的 二 ・・Para-Bハ 「チ フ ス」菌 一 近 似 ノ性

質 ナ有 スルモ ノナ リ、Para-Bハ 種 類 甚 ダ多 ク

分類 モ 種 々 一 シテ 血 清 學 的 凝集 反慮 二 糠 ル モ

ノ、動物 ノ病 原 性 二櫨 ル モ ノ或 ハ動物 ノ自然 的

感染如 何 二依 ル モ ノ等 ア リテ統 一 サ レタ ル分類

及分布 ノ記 載 ハ非特 異 的 ナル性 質 ノ爲 二甚 シ ク

困難 テ來 スモ ノー シテ適 磨 慶 性 ニ ヨ リ相 互 間 ノ

移行 ノ認 メ ラル ・モ ノア リ。 故 二Salmonella

ノ名構 テ以 テParatyphus籏 ノ菌 ノ維1構 トシ

テ使 用 ス。

Para-A籏 ハ 「チ フス」患 者 ノ血 液糞 便尿 中 ヨ リ

或 ハ動 物 界 二認 メ ラル ・モ其 ノ頻 度 少 久 反 之

Para-B籏 ノ菌 ハ 自然 界 二 頗 ル廣 汎 二存 在 ス。

SalmonandSmithノ 所 謂Hogcholera-baci-

llus・・健康 豚 ノ滑化 管 中 二約8.4%二 常 存 ス ル

事 ハUhlenhuthニ ヨ リ謹 明 セ ラ レシ1麸ナ リ.

Paratyphus籏(Salmonella)ノ 菌 ノ 自然 界 一

於 ケル分 布 二關 シ 且6bener等 ノ所 設 二縁 レバ

Paratyphus-Gruppe二 屡 スル 菌 ハ 元 來 自然 界

二於 ケルSaprophytenナ リ シモ ノガ 偶 々動 物

膿 内二入 リ各動 物 二適 慮 セルMutationテ 來 シ

毒力 ラ得 テ限 定 的 ノ病 原 性 テ獲 得 セル モ ノナ リ

ト論 ズ、GErtner氏 腸 炎菌 ノ自然界 二於 ケル 分

布 二關 シテ ハ同檬 二甚 ダ廣 汎 ナ ル モ ノ ・如 シ。

人類或 ハ動 物 ノ尿 ニ ヨ リ汚 染 セ ラ レ タル物 件 ハ

勿論塵埃;水 、 食 料 品 中 ニモ存 ス。

動物界 二於 ケル 流行:

ρ

Salmonellaハ 動 物 ノ病 原 菌 ・ト認 ノ ラル ・モ ノ

ー シ テ動 物界 二於 ケル 分布 特 二 多 シ、 海猿 間 一

於}ケル止ヒノ種 ノ1呆iニ ヨル 疾 ヲ丙 トシテStrada

undTraina(ZitrBac.Diag.Lehman-Neuman>

-BacillusPestisCaviaeハSmith -・・ヨ リ

M加setyphusナ リ ト認 メ ラル ・モ ノー シテ猫.

鼠 、 海 狽 、 兎 二病 原 性 ア リ トセ ラ レ、 」叉或 種 ノ

Salmonellaハ 海狽 ノPseudo-Tuberculoseノ

病 原 禮 ト シテ存 スル事 テDieterlenハ 記 載 シ、

脾 臓 二小 結 節 テ形 成 シ病 竈 ヨ リ病 原 菌 ラ分 離 シ

得 タ リ トス、L6fHer及Kleinモ 同様 ノ事 實 テ

認 メ タ リ、Rattensch乞dlingenト シテ認 メ ラ レ

タル モ ノノ、最 モ多 ク是 等 ノ菌 ハ叉 海 狸 二流行 テ

起 セル事 ハ成 書 二記 載 サル。

吾 國 二於 ケ ル文獣 二 徴 スル ニ大 正15年 島 津 忠

預 氏 ハ陸 軍 軍醤 學 校 二於 テ 海 狸 間 ノGSrtner

氏 腸 炎菌 ノ流 行 二就 テ記 載 サ レ寒 冷 期2回 二亙

リ動 物 小 屋 ラ襲 ヒタル モ ノ被 害 甚 大 ニ シテ1同

一30-一一40頭 ノ罹 患 艶 死 テ來 シ、其 ノ流 行 ハ爆 登

的 二來 リ、或 ハ散 登 的 ナ リ ト、 氏 ハ叉 「イ ノヂッ

ト」非 分解 及 絢 構 酸 「ソー ダ」漿 テ24時 間 内 二凝

固 セ シ メル事 二依 リ鼠 「チ フス」トノ鑑 別 可 能 ナ

リ ト褒 表 セ ラル、大 正9年 杉 田、高 岡 雨 氏 ハ家 兎

撒 頭 海 狽 百 数 頭 間 二流行 セル流 行 病 ノ病 原 禮 ト

シテー 種 ノ「イ ンフル エ ンザ 」菌 二酷 似 セル モ ノ

トナ リ叙 セ ラル。 大 正7年 柳 澤 氏 ハ 海瞑 及 「マ

ウ ス」間 二 流行 シタル 疾 病 ノ 病 原 菌 テ鼠 「チ フ

ス」ノー菌 型 トシ テ畿 表 セ ラル、人 類 二於 テ或 ル

種 ノ疾 病 ノ際 二Salmonellaソ 混染 テ來 シタル

報 告 少 カ ラズ、 余 ハ海狸 テ使 用 シテ或 種 ノ實 験

中外 見 上 殆 ン ド健 康 状態 ト認 メ ラル ・動 物 ノ流
'血 中

二屋 ≧細 菌 ノ混 染 テ認 メ.或 ハ 全 ク菌 血 症

ノ歌 態 ト考 ヘ ラル可 キ多 撒 ノ菌 ノ混 染 アル テ認

メ タ リ。 昭和7年4月 ヨ リ 昭和10年 迄 大 小種

々 ノ湖 冥二就 テ此 ノ混 染 ノ割 合 テ験 シタル ニ総

撒1.045例 中86例 二其 ノ流 血 中 二 細菌 ノ混 染

ノ存 ス勘 テ 認 メ 内72例 ハ全 ク同 一 菌種 ニ シテ

Salmonella二 屡 ス 可 キ モ ノナル テ知 レ リ、爾

精 細 ナル生 物 學 的 及 ピ血 清 學 的 ノ研 索 ノ 結 果
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Para-B籏 ノGdrtner氏 腸 炎菌1・Im.溝 躍ll勺ゐ

全 ク柑 一・致 スル モ ノナ ル コ トラ知 ル ニ至 レ リ、

GErtner氏 菌株 トシ テハ陸1に軍 讐 郵 校 株(Lon・

don/Kihl第IV型)ナ 使 用 シ、If且溝 學ll勺・交錆

凝 集 反 慮試 験 ノ結 果共 二300(1倍 ヨ リ6000倍 ノ

高 慣 ナ ル凝 集{質テ示 セ リ。H.「 チ フ ス」菌 二封 シ

i'余 ノ分 離 セ ル菌 ノ苑疫 血illfハ高 度 ノ類 籏 凝 集

反 慮 ラ示 ヒ1レテ以 テ 敢i'Girtner氏 腸 炎 菌 ノ

名醇 テ附 シ タ リ。M5usetyphus-B(慶 大)ト ・・才11

互 間 二100倍 内外 ノ類 籏 凝 集 反癒 テ示 ス。 大 梅

∫冥中 二余 ノ分 離 シタルNo.400菌(No.400番

漏 冥心 血 ヨ リ 分離 セル 菌株)二 封 ス ル 抗 罷 産 生

動 物 ノ存 在如何 ラ検 シタル ニ昭 和8年 ヨ リ昭 和

10年 迄 二於 テ115例 中6例 二凝 集 性 及 補 膿 結 合

性 抗 膿 ノ確 實 ナ ル モ ノテ認 メ タ リ。

健 康 小 動 物 二 於 テ 流 血 中AG乞rtner氏 菌 ノ1昆

染 ナ ク シテ、 其 ノi肯化 管特 二食 道 中 ヨ リ殆 ン ド

Saprophytenト モ考 ヘ ラル 可 キ 多数 二該 菌 ノ

存・在 テ謹 明 セ リ、 即61例 中30例 二消 化 管 中 一

認 メ ラ レ食道 二而 巳存 シ胃及 腸 管 二存 セザ ル モ

ノ多 シ、 結 核 實 験 二 際 シテ 昭和10年1月 ヨ リ

昭 和11年3月 迄140例 ノ200瓦 内外 海 瞑 一 於

テ、其 ノ艶 死 又 ・・撲 殺 二際 シ心血 中 二G5rtner

氏 菌 テ獲 見 セ ル モ ノ28例 二達 セ リ、即 結 核 ノ如

ク禮 ノ清 耗 抵 抗 力 ノ減 弱 テ來 ス疾 病 二際 シテ ハ

浦 化 管 中 二存 スル該菌 ハニ次 的 二血 中 一移行 シ

テ病 原 性 テ現 ス モ ノニ非 ザ ル ヤ ト思 惟 サ ル。

Verdei,Downing,Wilcoxノ 三 氏 ハ 家 兎 二就

テ食 餌 ト消 化管 中 ノSalmonellaノ 關係 テ検 セ

ラル。Max且.KuczynskiハGelbfieber二 罹

患 セ シメ タル海 瞑 二Girtner氏 腸 炎 菌 ノ ニ次

的感 染 甚 グ多 ク實 験 テ無 歎 ニ スル事 ラ述 ブ。

Salmonellaテ 用 ヒテ實 験 的 二肝 臓 ノ攣 化 テ検

シタル ハKirch,Joest.Grifber氏 等 テ始 メ ト

ス、 是 等 ノ諸 家 ハ主 トシテ「チ フ ス」菌及Para-

typhus菌 籏 テ 以 テ行 ヒ肝 臓 ノ粟 粒 結 節 二就 テ

記 載 サ ル。Kirch・ ・Para-Bラ 家 兎 、 海 猿、

「マ ウス」蛇 二鳩 二注 射 又 ハ試 食 セ シメ肝 、 脾 、

肺 ノ攣 化 ラJoestハPara-B腸 炎菌 及 ピ所 謂

Hogcholera菌 ラ以 テ肝 臓 一一一粟 粒 壊 死 竈 テ生 ゼ

シメ タ リ、 吾 國 三 於 ケ ル 此 ノ 方面 ノ研 究 モ甚

グ多 クlII林、 谷n、 立澤 、横 尾 、坂 田 、佐 川 、

坂 木 、恒 遠 ノ諸 氏 ハ「チ フ ス」及Paratyphu8ノ

際 ノ肝 臓 ノ壊 死様 竈 假 性結 節 及 脾臓 二於 ケル是

等 ノ姥 化 二就 テ實験 的 ノ研 究 業 績 ノ毅 表 ア リ、

「コ レ ラ」IZiili-・ヨル)1「f二脇域 ハ 月卑臓 ノ髪 化 トシ

テハ藤 井、 村 川氏 等 ノ研 究 ア リ、 脾臓 ノ攣 化 二

就 テハ伺 佐 藤 氏 ノ傳染 脾 二就 テ ノ記 載 ア リ、「ヂ

フ テ リー」雌素 二封 λル脾 臓 ノ髪 化 トシテ、淺 井

氏 ノ海 狸 脾 二關 スル研 究 、 家 兎肝 臓 二於 ケル渡

海 氏 ノ搬 表 ア リ,術渡 透 氏 ハ人腸 ニ オ ケル 「ヂ フ

テ リーJ疾 患 屍11人 中2入 一=脾臓 壊 死 ラ認 メ タ

リ ト述 ペ ラル、1季國 二於 ケル 以1ブ 諸 氏 ハ主 ト

シテ加熱 屍菌 罷 毒素或 ハ禮 外 毒 素 二依 ル家 兎 二

就 テ ノ婆 化 テ1三 トシ 海 猿 二 就 テハ淺 井 氏 ノ「ヂ

フテ リー 」毒 素 二 依 リタル モ ノアル ノ こ。 昭和

10年 田部 井 氏 ハ経 口的 免 疫 原 トシテ 「チ フス」菌

加 熱 屍 菌 テ投 與 シ家 兎腸 間 膜 淋 巴腺 、 脾 鳳 骨

髄 、 肝 臓 二就 テ研 索 セ ラ レ タル モ壊 死竈 ノ登現

ハ認 メ ラ レザ リ シ由 ラ報 ゼ ラ ル、 韓 耀 武 氏等 ハ

鼠 「チ フス、菌 ノ家 兎感 染 二就 テ及 其 ノ組織 學 的

検 査 ノ報 告 ア リ、 百瀬 暎 一氏 ハ腸 「チ フ ス」菌 及

Salmonella族 ノ菌 テ以 テ 購 入 直後 ノ健 全 ナル

「マ ウ ス」二最 少致 死量 テ注射 セ シニ接 種 セザ ル

モ ノニ 「チ フ ス」様 結節 テ認 メ注 射 試 験 動 物 二攣

化 テ認 メ ザ リ シ事 テ報 ゼ ラル。 此 ノ事 實 二關 シ

テ ハ余 ノ甚 シ ク興 味 テ豊 ユ ル所 ニ シテ健 康 ト認

メ シ千絵 頭 ノ 海瞑 中屡iG5rtner氏 菌 ノ混染

ア リ組 織學 的 二特 異 的 病 愛 テ認 メ タル本實 験 成

績 ニー 致 スル モ ノナ リ、 即 チ或 ハ 「マ ウ ス」籏 ノ

間 二於 テ モ カ ・ル事 實 ノ存 スル ニ非 ザ ヤ ト思惟

スn

生 垣 涼庭 氏 ハ所 謂假 性結 核 菌 ナ ル モ ノハ小 動物

二於 ケ ル 脆usetyphus.G5rtneri.Hogcholea

ト病 竈 攣 化 全 ク同 ジ ク 見 疫 學 的 ニ モTyphus,

Paratyphus,Gartneri,白 痢 菌 等 ト共 通 ノ兎疫

原 性 ア リ ト述 ベ ラル、 氏 ノ菌 ハ猿 ノ假 性 結核 ヨ

リ分離 シ タル モ ノニ シテ肝 臓 、 脾 臓 二多撒 ノ假
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性結核 テ認 メ シ事 テ報 ゼ ラル。

肝臓 二於 ケル粟粒 壌 死竈 及 結 節 ノ本態 及 成 立 二

關 シテハ又 多数 學 者 ノ研 究 ア リ本態 的 ノ見解 ノ

相異及 叢 生本 態 ノ分 明 ニ ナ ル ニ從 ヒ病 竈 二封 ス

ル名構 モ種 々 ナ ル モ ノア リ、 「チ フ ス」籏 ノ菌 ニ

ヨル肝臓壌 死 竈 及 結 節 ノ搬 見者 ・・Friedreich

(1857)ニ シテ人 類 ノ「チ フス」病 屍 肝 臓 二淋 巴様 ・

細 胞 ノ集籏 ノ存r〔テ認 メLymphomeト 構 プ其

ノ後Wagner(1860)、Hoffman(1869)、Fr乞nkel

undSimonds(1886-1887)、Schmidt(1907)ノ

諸家 ニ ヨ リ研 究 サ ル、Salmonella一 ヨル カ ・

ル憂化 テ 精 密 一 研 究 シタル ハJoest(1914)、

GrUber(1916)ナ リ、Typhuszellenナ ル名 稻1ハ

Rindneisch(1871)ガ 「チ フ ス」屍 ノ臓 器 ニー・種 特

有 ノ細胞 ノ出現 ラ認 メ タル ニ始 ル、 現 今 二於 テ

ハ本細胞 ノ起 原 ハ淋 巴球 性 ノモ ノニ非 ズ シテ組

織球性 上皮様 細胞 ト認 メ ラル、 壌 死 様 竈 及 結 節

ノ出現 二關 シテ壌 死 竈 ガ先 力或 ノ・細 胞 ノ集 籏 ガ

先 二來 ル可 キ攣 化 ナ ル カ ニ就 テ論 ア リ。前 者 テ

圭張 スル モ ノニFrsnkel及Simondsア リ。

後者 二加捲 ス ル ハSchmidt及Kirch等 ナ リ、

然 ル ニ脾 臓 細 胞 ガ肝 毛 細 管 二栓 塞 シタ ル爲 二肝

臓 二粟 粒壊 死 竈 テ形 成 ス ル トナ スJoestノ 設 ノ・

Grifber坂 本拉 二佐川 氏等 ニ ヨ リ否 定 セ ラル。

尚佐川 氏 ハ組 織e7重 量 的 厘i迫ガ壌 死 竈 成 立 二關

係 ア リ トナ シKirch・ ・其集 籏 セル 炎 性遊 走 細

胞 ニ ヨ リ肝 細胞 ガ 歴 迫萎 縮 セル モ ノナ リ トナ

ス。脾臓 ノ壌 死様 竈 二關 シテ ハ毒 素 ニ ヨル細 胞

ノ壌死 二蹄 セ ラル、 壌 死 竈 ノ形 成 ハ何 等特 異 的

ノ憂1ヒニ非 ザル モ此 ノ後 二來 ルニ次 的 ノ攣 化 ハ

本來 ノTyphomeト シテ ノ叢 現形 式 ニ ヨ ラザ ル

モノア リ、 「チ フス」及Paratyphusノ 際 二 病

竈嚢現 過程 二於 テ退 行 性 攣 化 トシテ壊 死 ラ起 ス

事 ハ結 核 ノ経 過 トー 致 スル塵 ア リ ト ノVirchow
●

ノ兄解 ハ叉 重大 ナ ル意 義 デ有 入。

Typh6seKnむtchen及ToxischePseudotu-

berke1二 亘態 細胞 ノIU現 ス ル事 ノ・是 惇Salmon-

ellaラ 用 ヒテ實題愈ヒル 話家 ノ41台ン ド糸慰ナガ1認ム

ル塵 一 シテ、 早期 二來 リ或 ハ結 核 ノ際 二認 メ ラ

ル ・如 ク著 明 ノ出 現 ナ シ ト云 フ.亘 態 細 胞 ノ出

現 ハtoxisch.nekrotischノ 准幾ll亘専ノイ∫スル竈 二

於 テハ 出現 可 能 ニ シj-H.Guillery二 依 ル ー

結 核菌 ノLipoidtoxinニ ヨ リ出 現 シLewim

ハEndoxinニ ヨ リPseudotuberkel檬 …ノ攣

化 テ兄此 ノ 際 乾酪 攣 性 ナ ク シテ 膿 瘍 ラ 形 成 シ

Langhan氏 ノRiesenzellenノ 出現 ラ認 メ タ

リ。 爾 氏 ハRiesenzellenノ 成 立 二關 シSyncy-

tiumzellenノ 癒 合 シ タル モ ノナ リ トナ ス、肺 ノ

膿 瘍 様病 攣 トRiesenzellenノ 出現 二 關 スル文

献 モ亦 多 々 ア リ。 最近Jeckeln氏 ハKreton

油及 「オ レー フ」油 テ気 道 ヨ リ注 入 シ其 ノ際 膿 瘍

様 及 壊 死 性 憂 化 ヲ示 シタル病 竈 二Riesenzellen

ノ出現 多数 ナ ル ラ述 ベ ラル。 實験 的結 核 二就 テ

其 ノ登 現 態 二關 スル記 載 ハ枚基 二逞 ナ シ。 我 國

二於 ケル最 近 ノ研 究 トシテハ 宮 田 ノ業 績 ア リ又

病 竈 護 現 獣 態 ノ槻 察 二多核 白血球 ノ態 度 ラ重 ン

ジコ レテ明 ニ セ ラ レ タル竹 内氏 拉 二其 ノ門 下高

村 氏等 ノ研 究 テ見 ル。

余 ノ研 究 記 載 二於 テ肺 臓 肝臓 脾臓 テ通 ジ圭 トシ

テ大 淋 巴檬 細 胞 一 ヨル所 謂Lymphomeト 認 メ

ラル可 キ モ ノハGranulomノ 名 テ用 ヒ、「チ フ

ス」檬 組 織球 性 細胞 ト認 ノ ラル ・テ 「チ フ ス」檬

結 節 トス、 壊 死 ノ不 完 全 ナ ル モ ノハ壌 死 様 竈 ト

シ壌 死 竈 中 二細 胞 成 分 ノ蝟 集 テ來 シ タル程 度 一

ヨ リ「チ フス」様 細 胞 性 結 節 檜 殖 性 結 節 トシ繊 維

ノ多 キ モ ノ及 ピ結 核 ノ定 型 的 様 態 テ ナ スモ ノ テ

夫 々繊 維 性結 節 假 性 結 節 ノ名 二於 テ記 載 ス。

第二章 海猿間=於 ケルGartner氏 腸炎菌ノ分布 卜實験的

海狽結核 二際シ該菌 ノ自然的感染率
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第 一 節 外 見L健 廉 状 態 ト認 メ ラIV

ノレ動 物 中 共 ノ流 血rliGh'rtner

氏 腸 炎 菌 ノ混 染 比 葬i

第 一項 動物 ノ選 定 ト血 巾菌 況 染 ノ謹 明 法

實 隙 動 物 トシ ノ外 兄L腹 部 ノ緊張 良 ク ド痢 ナ ク

蓮 動 活霰 ナル モ ノラ以 バ 建康 動物 卜定 人 大 中

小 各種 ノ海 狽 二就 ノ心 臓穿lll∴ 依 リ探 血 シ血 液

耶 板 寒 天 トJシ37度 「フ ラ}1」 巾24時 間以 内

二螢 生 スル 「コ ・ニー 」r.ヅt腸 炎IZ・iノ混 入如 何

ヲ検 ス、 探 血 及 培 養 予技 二際 シテ ハ愼 重 ナル 注

意 ノ下 二全 ク無 菌 的 ニナ シタル ハ勿 論、 探 血 予

技 中 不覧 ニ シテ胸 腔 内臓 器 特 二食 道 巾 二針 ノ刺

入 サ ル ・テ惧 レ採 血 法 二就 テモ種 々改良 吟 味 シ

爾 全 身 麻 酔 ノ下 二心臓 テ裸 出 シテ探 血 セル モ ノ

ア リ、 然 ル ニ是 等 探 血 手技 ノ種 類 ニ ヨ リ混 入 ラ

外 部 ヨ リ來 シ タ リ ト認 メ ラル ・モ ノハ比較 的 少

キ テ認 メ タル ラ以 テ手 技 中混 入如 何 ハ無 覗 シテ

統 剖 トセ リ。

第 二 項 血 中 混 入菌 謹 明 ノ頻 度 ト

G5rtner氏 腸 炎菌 ノ混 入 割 合

昭和7年4月 ヨ リ 昭 和9年11月 迄、 総 撒1415

例 中86例 二細菌 ノ混 入感 染 ノ存 スル テ認 メ、其

ノ内72例 ハGErtner氏 腸 炎菌 ナル事 テ知 ル、

菌 ノ混 入 ハ 李板 寒 天 上撒 個 乃 至敷 百個 ノ「コロ

ニー」トシテ登 見 サ レG且rtner氏 菌 ノ混 染 二際

シテノ・殆 ン ド総 テ軍 一 ノ混 入 トシ テ認 メ ラ レ タ

リ、 此 ノ試験 ハ冬 季 ラ除 ク各 時期 二施 行 セ リ、

即吾 々 ガ外 見 上全 ク健 康 ト認 メ シ實 験 動物 海 狽

中 二既 二約8.2%ノ 混 入菌 ア リ。G5rtner氏 腸

炎 菌 二依 ル モ ノハ6.7%、 混 入感 染 ノ割 合 ヨ リ

表1

健康海狽 流血 中

線 酬混入鋤1£齪 編 ノ他歯
1045

霞

18讐% 1
14

割 合

72

6.7% 1.3% 1一

泓 獺 際 剛 共ノ他

i

86

割 合

72 14

1

健康動物溜化管中

線 酬 食 道 撒 麗 陽 性
61

害り 合 娩趨121翫
30

%
9
1㎎

結核海狭

12・%

見 ル時 ハ86例 中72例 約83.7%ガG互rtner氏

腸 炎菌 ナ ル 事 ヲ知 ル、 他 ノ16.3%ハ 桿 菌及 球

菌 ノ種 々 ナル菌 種 ナル事 ラ生物 學 的及 血 清學 晦

検 査 二櫨 リ探 知 スル テ得 タ リ。 俵1》

第 三項 動 物 ノ大 小 トG5rtner

氏 腸 炎 菌 ノ混 染 李

海 狽 重量250瓦 以 上 ヲ成 熟 大 動 物 、200瓦 以下

テ幼 若 小動 物 トス、大 海 狸617例 中31例 約5・2

%、 小 海 狽428例 中41例 即9・5%二 腸 炎菌 ノ

混 染 ラ認 ム。

第 四項 特 大 海 猿 ～500瓦 以 上)血 清 内抗盟

自然 的 感 染 ノ最 モ多 撒 テ 占 ムルG5rtner氏 腸

炎 菌 二封 スル血 清 内抗 盟産 生 動物 ノ有 無 テ盟重

500瓦 内外 ノ特 大 海 狽 二就 テ検 シ、 昭和8年 ヨ

リ10年 迄115例 中6例 二 於 テ 凝 集 性及 補 盟結

合 性 抗 禮 ノ確 實 ナ ル 存在 テ 認 ム(凝 集ff200--

600倍)幼 若(200瓦 以 下)ナ ル動 物 二於 テハ多撒 一

検 査 テ経 タル モ未 グ1例 グモ 陽性 二現 レタル モ

ノテ認 メ ズ。

即 健 康 大動 物 中 ニハ 自然 的 一 感 染 シ抗 盟 ノ産

生 テ惹 起 セル モ ノ約5.2%二 存 スル事 テ知 ル。

(表2)

表2

健血陣 昭和8年 一至昭和10年

内

抗

饅

大

海

猿

輔 翻 膣生矧 割 合

・1516 5.2

凝 集 債200f-600f

第 五項 健 康 動 物 清 化 管 中 ノGartner-t

氏 腸 炎菌 ノ存 在
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健 康 小動物 二於 テ 流 血 中 ・・・…bG5rtner氏 腸 炎菌

存 セズ シテ其 ノ消 化 管 中 二多 激例 ニ オ{テ 鐙 明

シ得 タ リ。 昭和8年11月 ヨ リ昭 和8年12月 ノ

間 二検 シタル61例 中30例 二ii罫f化管 中腸 炎菌 ノ

存在 テ認 メ、 特 二食 道 中 ヨ リ最 モ多数 例鐙 明 シ

タ リ、食 道 ト胃及 腸 管 内 ノ割 合 テ見 ル ニ線 敷61

例 中26例 ハ食 道 中 一13例 ハ胃 及腸 管 内 二認 メ

ラ レタ リ。

第 二 節 結 核 實 験 二 際 シ テ混 入 ス ノレ ・

G5rtner氏 腸 炎 菌 ノ混 染 率

200瓦 内外 小 動物 ヲ1使用 シ結 核 實隙 中、 昭 和10

年1月 ヨ リ昭 和11年3月 迄 ノ140例 ノ結 核 海

狽 ノ内28例 ノ多数 二 其 ノ撲 殺 及 艶 死 二際 シ流

血 中 二腸 炎菌 ノ混 染 テ認 メ、 割 合 ヨ リ兄 ル時 ハ

20%二 漉染 テ來 シ タル事 ラ知 ル。

特 二冬季 寒 冷 期 二於 ケ ル混染 ハ渣 二多 シ。

第三章 海猿=於 ケル結核 卜Gartner氏 菌ノ細菌學的關係小括

自然界 二到 ル鬼 二 存 スルParatyphus-B籏 ノ

菌 ハ海狽 二於 テ 自然 的 血 中 混 染 二依 リ菌 血 症 テ

來 シ或 ハ輕 度 二経 過 シ血 清 中 二抗 盟 産 生 テ認 ム

ル モ ノ前 述 ノ如 シ、 或 ハ全 クSaProphytisch

ノ存在 トシテ其 ノ浦 化 管 中特 二食 道 中 一多敷 二

存 スル事 テ知 レ リ、 食 道 中 二多激 二存 シ胃及 腸

管中 二少 キ ハ胃液 ノ殺 菌 作 用 二糠 ル モ ノナ ラ ン

ト思惟 サル、 斯 ノ如 ク吾 人 ガ健 康 ト認 ムル動 物

ヰ ニモ多 数 二流血 中及 消 化 管 中 二混 入存 在 シ居

ル場合甚 ダ多 ク、 カ ・ル混 入 テ知 ラズ シテ使 用

シタル際 ハ勿 論 、 實 験 中 二外 界 ヨ リ損 傷皮 膚 或

ハ健康皮 膚 ラ通 過 シ或 ハ又疾 病 、 特 二結 核 ノ如

ク長期 ノ観察 テ要 シ膿 ノ抵 抗 力 ノ減 弱 テ來 ス可

キ機 縁 二際 シ血 中 二混 入 シ臓 器 二達 シ毒 性 テ得

テ動 物 テ発死 セ シメ實験 結 果 二甚 シキ誤 謬 ト{爲

'隔テ齎 スモ ノナ リ
。

梅外 二於 テ モ幾 多 此 ノ問題 二關 スル研 究 ハ ナ サ

レSchmidt,Salmon,Joast氏 等 ハ ソ ノ圭 ナ

ル モ ノニ シテ特 二Joast氏 ハ海 瞑 二 就 テ多 敷

ノ假 性結 節 テ認 メ記 載 ス ル腱 ア リ。 吾 國 二於 テ

ハ家 兎 二就 テ行 ヘ ル實 験 的病 攣 研 究 ハ多 撒 存 ス

ル モ海狸 二於 ケ ル 自然 的 感染 及實 験 的 ノ病 攣 二

就 テ ノ記 載 サ レ タル モ ノナ シ、 海狽 二於 テ自然

的感 染 多 キ ニ拘 ラズ 其 ノ研 究 ノ乏 シキハ甚 シキ

矛 盾 テ感 ズ、 余 ハ前 試 験 二於 テG5rtner氏 菌

ガ 自然 的 二海 瞑 間 二甚 シ ク多 キ事 實 テ知 リ、 又

其 ノ混 染 ニ ヨル病攣 ノ結 核 トノ關係 ハ忽 一 ス可

カ ラザ ル事 實 テ多 数 ノ剖 見 例 二依 リ認 メ タル テ

以 テ先 ヅ自然 的 感染 ニ ヨル動 物 ノ病 憂 テ概 括 的

二記 載 シ併 セテ是 等 ノ病 墜 ノ精 密 ナル検 査 ラナ

ス可 ク實 験 的 二種 々 ノ菌量 子以 テ余 ノ梅 猿 流 血

中 ヨ リ分 離 シ寒 天 累 代培 養 テ ナ シタ ル菌 株 テ以

テ人 工 的 二接 種 感 染 セ シメ其 ノ壁1ヒ テ同時 二施

行 セル結 核 菌 二嫁 ル病 竈壁 化 ノ ソ レ ト封 比 スル

事 トセ リ。

第四章 病理組織學的領域 二於ケル結核 卜Ga血er氏 腸炎菌 ノ關係

超歯類動 物 間 ノParatyphus-B籏 ノ自然 的 流l

l行 感染ハ前述 ノ如 ク甚グ看過 シ得ザルモノア
リ、然 モ此 ノ菌 二依 ル病 理 組 織 學 的 憂 化 トシテ

1所 謂假 性結 節 テ形 成 スル モ ノナル事 ハ古 ク ヨ リ
1

知 ラ レ、 特 二 海猿 ニ オ ケルG5rtner氏 腸 炎 菌

ニヨル場 合 二時 二甚 シク結 核 ノ ソ レ ト類 似 ノ組

織反慮 テ示 ス モ ノナ リ.

第 一 節 自 然 的 戚 染 二依 ノレ艶 死

或 メ撲殺 海狽 ノ病攣概 括

弦 二自然的感染 トシテ其 ノ病理組織學的 ノ攣化

ノ資料 二當テタルモ ノハ生前或 ハ死後直二心血

中二G5rtner氏 腸炎菌 ノ菌血症?認 メタル83

例 ナリ、是等 ニツキ病理解剖學的壁化 ノ有無及

病竈登現状態 テ検 シタルモ ノニシテ22例 ハ略

ボ特異的 ト認 ム可 キ病竈 ノ形成 テ謹明セリ、浦

化管二於ケル憂化ハ殆 ンド総 テニ認 メラレ高度
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ノ加 答見 性 炎 多 ク淋 巴組 織 バ バ イエ ル氏 板及 孤

立 性淋 巴濾 胞 臓赤 腫 脹 アリ承n織墾 的 二淋 巴叢 周

園 一甚 シキ充 血 一1・示 シ、 遊 離 性 大 正u"核細胞1曾多

現 簾著 明 ナ リ、腸 間膜 淋 巴腺 ノ腫 大 モ過 牛敷 一

認 メラ レ タ リ.

第 …項 肺 二於 ケル礎 化

肺 厳 ∴於 ケ ル撞 化 ハ特 二著 明 ナル モ ノ多 ク之 ・一

当}シ テハ,f,mテリiXjTorヨリ ノ糸田1某i畢rl勺検 索 テlt…∴そ了

ヒG且rtner氏 菌 二依 ル モ ノナ ル那 テ確 メタ リb

肉眼 的 二灰 白肝愛 ノ状 ラ呈 スル モ ノ最 モ多 ク仔

細 二検 ス ル ニ各 一 ツー ツ ノ穎 粒 歌 ノ!」・結 笛 ノ集

リテナ シ或 ハ孤 立性 ノ小 結 節 ト シ灰 白色 二認 メ

ラル ・モ ノア リ、 硬 結 高 度 ニ シテ血 管 二乏 シ ク

周 岡 ノ組 織 ハ炎性 充 血及 出 血 テ件 フ事 多 シ、 高

度 ノ充 血 テ呈 シ中等 度 ノ硬 結 テ示 シテ肺 炎様 壁

化 テ認 ムル モ ノァ リ。

組 織學 的 ニハ灰 白肝 優 状 ノモ ノハ小 圓形 細 胞 及

大 軍核 細胞 ノ浸 潤 セル肺 炎様 病 竈 テ呈 ス。 是 等

ノ組織 ノ大 部 分 ハ遊 走 細 胞 ノ壌 死 様 漿 化 ヲ件 ヒ

或 ハ全 ク膿 瘍 様 ノ病 竈 テ呈 ス ル モ ノア リ、 氣 管

枝 肺 炎及 「イ ンフル エ ンザ」肺 炎 トシテ認 メ ラル

ル モ ノア リ、 又 血 管 及 氣 管枝 周園 結 締 織 中 二圓

形 細胞 ノ蝟 集 ア リ、 大 淋 巴様 細胞 性Granulom

トシテ認 メ ラル ・モ ノ ア リ、 「チ フ ス」様 組 織 球

性 細 胞 ノ著 明 ナ ル 出現 ア リテ間質 繊 維 ノ肥 厚 増

殖 テ呈 スル モ ノモ認 ノ ラル。

第 二 項 肝 臓 二於 ケ ル憂 化

特 異 的 ナ ル壌 死 様 病 竈 形 成 テ 認 メ シモ ノ15例

一 シテ増 殖 性假 性結 節 トシテ殆 ン ド結 核 病 竈 ト

ノ比 較 鑑 別 至 難 ナ リ、大 軍 核 圓 形 細 胞 所 謂 「チ フ

ス」様 細 胞 性Granulomテ 認 メ シモ ノ最 モ多 撒

ナ リ。 一 般 的 ノ髪 化 トシテ肝 細胞 ノ溜 濁 腫 脹 、

小 葉 周 邊部 ニ オ ケル肝 細 胞 索 ノ不 規 則 ナル配 列

肝 細 胞 ノ分離 形 成 肝 小 葉 内中 心 静脈 拉 二毛 細 血

管 ノ充 盈 ハ殆 ン ド総 テ ノ菌 血症 例 二認 メ ラ レタ

リ。 小葉 間結 締 織 及 グ リ ソ ン氏鞘 ノ小 圓形 細 胞

性 浸潤 、 膿 管 ノ籏 張 新 生 、假 性腔 管 ノ形 成 モ大

多撒 二於 テ 目撃 セル庭 ナ リ.

第 三項 脾 臓 二於 ケル攣 化

肉1恨的 二腫 大著 明Aシ テ組 織 粥 ラ擦 取 スル モ ノ

多 ク全 混 入敷 ノ約 牛敷 ハ 重 量 二於 テ1.5倍 以1ニ

ノ腫 大 テ示 ス。 小 壊 死檬 病 竃 デ多褒 セル モ ノ6

例 塘 殖 性假 性 結 笛 テ認 メ シ モ ノ1例 ナ リ。

第 二 節 自 然 的 威 染 ニ ヨ ノレ礎 化

ト結 核 性 攣 化 ノ 比 較 考 察

白然 的感 染 二依 ル 多激 動 物 二於 テ登 見 シタル病

竈 敬 現1吠態 及 假 性 結 笛 バ ー一一定 ノ時 期 二於 テハ全

ク型 態 的 二結 核 ノソ レ ト識 別 シ得 ズ。

加 フル ニGsrtner氏 菌 ハ 自然 界 二 汎 ク存 シ吾

人 ガ健 康 卜認 ムル海 狽 ノ流 血 中 二 已 二屡 ζ混 入

シ 屑 ル モ ノ ニ シテ 尚 消 化 管 中 一 殆 ン ド過 牛数

ノモ!二 生育 スル事 前 述 ノ如 クナ ル ラ以 テ此 ノ

血 中況 入 ト形 成 ス ル假 性 結 核 ノ常 二吾 〃 ノ動物

實 験 二際 シー 大 障碍 ト シテ存 スル モ ノナル事 テ

知 ル 。 海 狽 テ使 用 シテ ノ 結 核 實験 二際 シG5r-

tner氏 腸 炎菌 ノ混 入 ア リタ ラ ンニハ其 ノ由 ツ

テ起 ル病 髪 トシテ 結 核 菌 ニ ヨル 髪 化、 結 核 及

G5rtner氏 菌 混 合 ニ ヨル 病 髪 、G5rtner氏 菌

而 己 一 ヨル髪 化 ノ3ツ テ考 ヘザ ル可 カ ラズ、結

核 菌 二依 ル髪 化 バ ニ シテ巳 二多 種 多檬 ノ複 雑

性 テ有 スル モ ノニ更 二甚 シク類 似 ノ病竈 登 現歌

態 ラ呈 スル該 細 菌 ノ混 入 ハ釜 篭其 ノ病 髪 殊 錬 匡

一 シ吾 人 ノ型 態學 的病 理 ノ見 知 ニ テハ到 底 鑑 別

サ ル可 キ モ ノニ非 ザ ル ハ論 ラ挨タ ズ、G5rtner

氏 菌 ノ混 染 ラ知 ラズ シテ ナ サ レ タル病 理 組 織學

的 所 見 一 オ ィテ ハ其 ノ實 験 結果 ハ不 備粗雑 ニ シ

テ見 ル ー忍 ピザ ル モ ノ アル可 キ ナ リ。

然 ラバ如 何 ニ シテ是 等 ノ訣 陥 テ輕 減 シ或 ハ全 ク

排 除 ス可 キ カ、 細 菌 學 的 二流 血 中 ノGErtner

氏 菌 ノ混 染 及 血 清 學 的抗 罷 ノ産 生 ラ検 スル叉 一

法 ナ リ、病 竈 ヨ リ ノ細 菌學 的 ノ検 索 又重 要 ナ リ、

併 シ乍 ラ未 グ完 全 ノ域 二達 セ ルモ ノニ非 ズ、 前

者 ニ ア リテ ハ常 二血 液 中 二謹 明 サ ル ・モ ノニ非

ズ、 後 者 ニ ア リテ ハ 総 テ ノ病 竈 二 適 用出來 得

ズ、 切片 上 ノ菌 染 色 ハ非抗 酸 性 結 核 菌 ノ盛 ンニ

論 ゼ ラル ・今 日二於 テ ハ完 全 ナ ラズ、 又 菌染 色

ハ 各 病竈 ヨ リ常 二得 ラル ・モ ノニ非 ズ、 要 ハ雨

者 ノ病 攣 ノ経 過 テ個 々別 々 二明 二認 識 スル コ ト
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ニ ア リ。

第五章Gartner氏 腸炎菌(生 菌及屍菌)卜 結核菌(人 型及牛型)

海獲皮下接種ニヨル病竈護現状態比較

腸炎菌一 余 ノ海 猿 第400號 ヨ リ分 離 シタル菌 株

テ用 フ、毒 力 、2/10。・mg皮 下 接種 ニ ヨ リ12瓦

内外 ノ「マ ウス」テ3日 以 内 二発 死 セ シム。

結核 菌一 北研 牛型 、 人 型 ト シテ ハ鴻 上第IV型 、

「エー ル リッヒ」株 ,

接種 量一一GErtner瓦 菌(第400菌)ハ 寒 天斜 面

18時 間培 養 ノ菌 ラ 生理 的 食 盤 水俘 游 液 トナ シ、

大量(1/5。mg)、 小 量(1/、。。mg)ト60度30分 、加

熱屍 菌大 量(1mg)、 小量(1/1・mg)、 腹部 皮 下接

種結 核菌 ハ大 量(1mg-5mg)、 小量(】/1。。mg

-1/5。mg)腹 部皮 下接 種 。

第 一 節Gartner氏 腸 炎 菌 小 量(生

菌)皮 下 接 種 二依 ル 肺 臓 、 肝 臓 、

脾 臓 ノ病 理 組 織 學 的 所 見

外 見上腹部 ノ緊 張 良 ク 下痢 ナ ク 蓮 動 活 濃 ナ ル

250瓦 内外 海 狽18頭 二腹 部 皮 下 二綿 密 ナ ル注 意

ノ下;1/1。oりmg(1mgヲ100㏄ ノ 食藍 水俘 游

液 トナ シソ ノ0.1qqヅ ・)注 入 ス。

大盟24時 間、3日 、7日 、14日 、21日 、30日

目二3頭 ヅ ・其 ノ艶 死 或 ハ撲殺 セル モ ノー ツ キ

圭 トシテ病 疑 ノ特 異 的 ト思 ハ ル ・モ ノニ就 テ簡

軍 二記載 ス。

24時 間、No.1.肺 臓 著 慶 ナ シ、肝 臓Granu-

lom様 小 結節 テ 間質 二 近 ク登 見、 脾 臓 、 憂 化

ナ シ。

No,2.肺 臓 同様 、 肝臓 粟 粒 壊 死 様 竈 散 見脾

臓 、芽 中心 ノ出現 ア リ、 髄 質 ノ」曾殖 輕 度。

No.3.肺 臓 、一 般 二 毛 細 血 管 ノ充 血 ア リ、 小

血管 内壁 二沿 ヒ多核 白血 球 ノ蝟 集 アル モ ノ及 血

管拉 二氣 管 枝 周 園 ノ結 締 織 中 二圓形 細 胞 浸 潤 ノ

暦 テ形成 ス、 肝臓 、 小 葉 間結 締 織 及 グ リ ソン氏

鞘 内 二圓形 細 胞 、結 締 織 芽 細胞 ノ衝Li雑ナル集 籏

アリ。 脾臓 、 著 攣 ナ シ。

第3日 、No.4.肺 臓 、 毛 細血 管 ノ充 盈 著 明、間

質 内 二圓 形 細胞 ノ遊 走 テ兄 「チ フ ス」様 細胞 ノ出

現 モ著 明 ナ リ、肝 臓 、Granulom様 小 結 節 ア リ。

血管 ノ充 血 高 度 ニ シテ小 葉 中心 贋 二肝 細胞 ノ腫

脹 分離 ノ像 テ認 ム、脾 臓 、 急 性 脾 炎 ノ造構 テ示

スo

No.5.肺 ノ所見 ハ前者 ト殆 ンド同様、肝臓、

Granulom檬 小結節テ多磯 シ血管ラ件 ハズ。時

二小壌死状病竈 ノ形成 アリ、肝小葉内毛細管 ノ

充盈著明一シテ中心静脈 モ亦高度 ノ鯵血 テ示

シ、肝細胞索 ノ配列不規則衝L雑トナリ個 々肝細

胞 ノ腫脹テ示 ス。脾臓、濾胞二大輩核細胞及赤

血球 ノ浸潤 アリ、芽●中心 ノ出現 テ見ル。

No.6.肺 臓、著攣 ナシ、 肝臓、 肝小葉内ハ著

シク水腫駄ニシテ毛細血管 ノ充盈著明、星芒細

胞 ハ輕度 ノ檜生 アリ、脾臓、傳染脾 ノ所見ニー

致 ス。

第7日 、No.7.肺 臓、 加答見性肺炎 ノ組織像

テ呈 シ大軍核細胞、多核白血球、淋巴球 ノ滲出

アリ。一部二於テ遊走細胞 ノ壊死様墜化 テ示 シ

胞核 ノ攣性像 ラ俘 ヒ小膿瘍様造構 テ呈 スルモノ

アリ。肝臓、充血輕度星芒細胞 ノ増生テ認 ム。

壊死竈及Granulomナ シ、 脾臓、著攣 ナシ。

No.8.肺 臓、 間質性肺炎 ノ造構 テ示ス、 胞壁

ノ細胞性増生及繊維性肥厚状 テ呈 シ毛細血管 ノ

充盈著 シクー部 二出血竈 アリ。特異 ノ「チフス」

様細胞 ノ遊走著明ナリ、小血管及氣管枝周園 一

圓形細胞 ノ浸潤 アリ、肝臓。壌死様竈 テ多登 シ

周園 二大軍核(「チフス」様細胞)細胞多 シ。肝細

胞索 ノ不規則 ナル配列 テ示 スモノアリ、特二繊

維性 ノ結節 テ小葉末鞘層 二近 ク認 メタリ、脾臓

急性脾炎 ノ造構テ示 シ濾胞部位 ノ出血及喰作用

アリ、髄質バー般二細胞成分ノ士曾生顯著。主 ト

シテ脾髄細胞多核白血球 ノ増生テ示 シ静脈寳ハ

旗張 シ多撒 ナル赤血球 ノ充盈 アリ、粟粒壌死竈
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子多螢 ス。

No.9.肺 臓 、 肺 門 部 分 菓=赤 褐 色硬 結 ア リ、

胞 壁 ノ遊 走 細胞(大tlilt/1;亥細 胞 、 多 核 白ifEt球)ノ恥

生 及 充 血 テ示 人、 肝 臓 、 宮秘 ナ シ、 脾 臓 、 急 性 。

脾 炎 ノ造 構 チ示 入。

第14fl、No.10.肺 臓 、高 度 ノ充 血及 出∬皿竈 ア

リ、jj包壁 ハ 「チ フ ス」率策糸川1包ノ遊 走著 明 ニ ナ リー一

苅窒二繊 糸雅・1生月巴J,」):テ呈7・、 川男蔵、 ノJ・数 二⊥裏タピ竈 テ

認 ム、Granulom様 小結 節 ハ細1】包 ノ配 列 箸 シ ク

不 規 則 ナ リ星 芒 細 胞 ノ埆 生 著 明 ナ リ.

脾 臓 、 腫 大 高 度 ニ シア傳 染脾 ノ組 織 像 ラ示 入。

No.11.肺 臓 、 氣 管 枝 肺 炎 ノ造 構 テ示 シ、 肺 胞

内 二滲 出 セル遊 走 細 胞 二甚 シキ胞 核 ノ●墜 性 テ 呈

シ周 園 ノ健 全 組 織 トノ境 二出 血 テ認 ムル部 位 ア

リ。 肝臓 、著 壁 ナ シ、 脾臓 、 輕 度 ノ腫 大 ア リ、

組 織 學 的 二濾胞 檜 大 、 静 脈 賓 ノ横 張 、髄 索 二輕

度 ナ ル モ繊 維 ノ壇 殖 ラ認 メ ラル、 寳 間 二小壊 死

様 竈 ノ存 在 テ見 ル。

No.12.肺 臓 多撒 大 軍核 細 胞 ノ浸 潤 セ ル肺 炎

様 組 織 像 ラ示 シ水腫 及 出血 モ認 メ ラル、 肝 臓 、

粟 粒 大 壊 死性 病 竈 テ多登 シ汎 ネ遊 走 細 胞 成 分 ノ

増 生 壇 数 テ件 ヒ、所 謂假 性結 節 テ形 成 ス、 又 浸

潤 細胞 ノ僅 少 ナ ル モ ノハ 無構 造 同質 様 ノ壌 死 像

ラ示 ス モ星芒 細 胞 ノ残 胎 ハ染 色 性 ヲ依持 スル モ

ノ多 シ、 全 般 二渉 リ多 核 白血球 淋 巴球 ノ遊 走 ア

リ、 星芒 細胞 ノj曾生叉 著 明 ナ リ。 脾 臓 、 脾 髄 ハ

高 度 ノ遊 走 セル大 軍 核 細 胞 ノ檜生 テ示 シ赤 血 球

喰 作 用 ラ認 メ ラル、 濾 胞 ハ極 メ テ縮 小 ノ像 テ呈

スo

第21日 、No.13.(第15日 艶死)、 肺臓。廣汎

ノ壊死機轄ラ件 フ大軍核細胞性及出血性肺炎テ

見ル。肝臓 壊死竈 テ多登 シ周園二充血アリ、

星芒細胞 ノ増生テ示 ス脾臓、急性脾炎 ノ像 テ呈

スo

No.14.肺 臓、 「チフス」様細胞 大軍核細胞淋

巴球、多核白血球 ノ禰蔓性浸潤、胞壁 ノ兜厚壇

殖 テ認ム、肝臓 小壊死竈 ラ多登 シ繊維化 ノ傾

向示 スモ ノァリ、星芒細胞ハ腫大増生 テ示 ス、

脾臓。急性脾炎 ノ墜化テ示 ス。

No.15.肺 胞内細胞成分ハ減藪 シ胞壁 ノ繊維性

塀殖著明^シ テ所々二大軍核「チフス」様細胞ノ

遊走 アリ。治癒的機轄旺盛 ナリ。組織球性細胞

ノ集籏 ヨリナル假性結節 アリ、肝臓、炎性充血

高度∴シテ小結節形成 テ認 ム、脾臓。著痩ナシ

髄索ソ繊維パー般二軽度 ノ漏蔓性塘殖 テ示ス。

No.16.肺 臓、大躍核細胞 ノ浸潤 テ見ル、肺炎

ノ組織像 テ呈 シ水腫 モ亦高度ナリ。氣管枝炎 ノ

高度 ナル モノアリ。肝臓。小葉間結締織 二圓形

細胞及織維苧細胞 ノ出現 テ認ム、星芒細胞ハ腫

大増生ス、脾臓。萎縮状 テ呈 シ1:皮様細胞二富

ム結節 ノ大ナル病竈多数認 ノラレー般 二脾髄内

宗吉締名哉ノ圭曾宛iテ見ル。

No.17.肺 臓、高度 ノ彰血}伏テ望シ毛細血管ハ

極度 ノ籏張充盈 テ示 シ蛇行駄ナリ。胞壁 二大軍

核細胞 ノ浸潤 アリ。肝臓。粟粒大壊死様竈ハ漸

次消失二傾キ吸牧 ノ途上ニアルガ如 ク遊走細胞

ノ粗 ナル配列 テ示 スモノ或ハ綾維性 ノ結節 テ形

成 スルモノテ見ル星芒細胞ノ・爾腫大セルモノ多

シ。脾臓。腫大 シ賓腔憤張内被細胞 ノ腫大著明

ナリ。寳内二遊走細胞少ク室虚 ノ感 アリ。

No.18.肺 臓。著髪ナ シ。肺門部分葉(右 下中葉

及左中菓)二於 テ肺壁 ノ肥厚及大軍核細胞輕度

ノ浸潤 アリ.肝 臓。小葉間結締織乃至 グリソン

氏鞘二組織球及淋巴母細胞 ノ不規則 ナル蝟集

アリ。

脾臓、急性脾 炎ノ像 テ示 ス。

第 二節Gartner氏 腸炎 菌 小量(生

菌)皮 下接種 二依 ル肺 、肝 、脾 ノ

病理 組織 學 的所 見小括

肺 臓

血管系 ノ充血 ト氣管枝及血管周園 ノ結締織中二

圓形細胞 ノ浸潤 アリ、3日 目二至 レバ間質内二

遊走細胞性檜生 シ圭 トシテ多核白血球淋巴球及

組織球性細胞 ヨリナル、1週 間 ヨリ2週 間二於

テハ大軍核細胞性肺炎 ノ像 テ示 スモ ノアリ。細

胞禮 ノ壌死性攣化テ俘 ヒ、或 ハ胞核 ノ攣性テ惹

起 シ或 ハ叉小膿瘍様造構 テ示 スモノアリ、是等
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ノ痩化ハ漸次大軍核細胞 ノ塘撒 ト共二減少 シ胞

壁ハ該細胞 ノ出現 ト結締織織維 ノ肥厚 テ示スニ

至ル。上皮様細胞 ノ集籏ニヨリナル假結節 ノ形

成テ見ル(No.15)。

肝 臓

早期二Cranulom様 小結節 テ形成 シ粟粒壌死

竈モ亦認 メラルGranulomハ 小葉末鞘庖 二多

ク中心層二少 シ、粟粒壌死竈ハ各所 二認 メラル

ルモ中心層中間層二多キガ如 シ、3日 以後1週

間二於テハ肝細胞 ノ腫脹及分離 ノ像 子最モ菩明

二認メ壌死様病竈 ノ畿現 モ亦多数 ナリ、2週 間

以後二於テハ壊死竈 二遊走細胞成分 アリ檜殖性

及繊維性 ノ假結節 ハ略 く相牛バ シ、3週 間以後

二於テハ漸次壌死竈 ノ遊走細胞 ノ減退肝糸朋包ノ

再生テ認 メ、又或ハ網状繊維性造構 テ示 シ治癒

的機轄旺盛ナリ.

星芒細胞ハ1週 間前後二於テ壇生テ認 メ漸次檜

加 シ3週 間二於 テ最高調二達ス。

脾 臓

3日以後二於テ腫大著明 トナリ約1週 ヨリ2週

ニソノ最高二達 ス、此 ノ時期 二又粟粒大壌死竈

ノ形成 アリ、此 ノ際二大軍核細胞 ノ遊走多撒 テ

認ム、赤血球喰作用テ示 スモ ノアリ。3週 間以

後二於テハ網状織細胞及大軍核細胞 ノ檜生著 シ

ク結締織繊維 ノ檜殖 テ示 ス、1例 二於テ上皮檬

細胞 ト大軍核細胞 ノ集籏 ヨリナル大ナル假結節

ノ形成テ認ノタリ。亘態細胞 ノ出現ハ認 メラレ

ズ。

第三節G盗rtner氏 腸炎菌大量(生 菌)

接種 二依ノレ肺臓、肝臓、脾臓

ノ病理組織學的所見

中等大25・瓦内外海猿2・頭 二夫々話 む 生

菌 テ皮 下接 種 シ4頭 ヅ ・時期 的 二剖 見 二供 ス、

殆 ン ド2週 間 以 内 二艶 死 シ其 ノ病 攣 モー 様 ナ ラ

ザル爲各2頭 ヅ ・ノ所 見 テ合 セ テ簡 軍 二記 載 ス

畷 翻 ・・轟mg鰍 ノ・ゐmgノ 勤 テ表ス)

24時 間

No.1.肺 臓 、 一 般 二毛 細 血 管 ノ充 血 怒 張 著 ク

血 管 内壁i二沿 フテ多 核 白lfi1球ノ遊 走 ア リb胞 聴

二於 テモ圓形 細胞 特 二 多核 白血 球 淋 巴球 ノ遊 走

浸 潤 テ認 メ ラル、 肝 臓 、 肝 小 襲毛 細 管 ノ充盈 慨

張 ア リ1汗細 胞 ハ 甚 シ ク腿 迫 セ ラ レ多核 白血球 ノ

遊 走 多数 ナ リ。 末鞘 贋 二於 テ樫 度 ノ肝 細胞 ノ腫

脹 拉 ∴分 離 像 ラ認 メ ラ レー部 二廣 汎 ナ ル壌 死竈

テ認 ム、 脾 臓 、 濾胞 ノ限 界 明 ナ ル モ ノ多 ク所 謂

反 慮 巾心 ノ像 テ示 ス,脾 、 髄 質、 淋 巴球 ノ出現

租 ≧著 明 ナ リ。

No.2.No.4.肺 二於 ケ ル所 見 パー 般 二分布1血

管 ノ血 液 充 盈 二停 ル、No.4.肺 臓 二於 テハ1泡

壁 二小 壌 死 状 ノ病 竈 テ認 ムル庭 ア リ。 肝臓 。 共

二肝 細 胞 ノ腫 脹 ア リ、 廣 汎 ナ ル壌 死 状 病竈 テ認

ム、 毛 細 血管 ノ披張 充 盈 ハ同 様 、 星 芒 細胞 ノ輕

度 ノ腫 大 ア リ(No.4.)。 脾 。 輕 度 ノ優 血 ア リ遊

走 細胞 ノ多数 テ見 ル芽 中心 ノ像 明 ナ リ。

第3日

No.5.No.7.肺 臓 二於 テ ハ著 墜 ナ シ、 肝 臓 二

粟粒 壌 死 竃 ノ散(E及 大 ナ ル壌 死 俵病 竈 テ呈 セル

部 位 ア リ.細 胞 浸 潤 ハ少 ク亘態 細 胞 ノ出現 ア リ

其 ノ他 大 輩 核 細 胞 ノ遊 走拉 二星 芒 細 胞 ノ腫 大 ラ

見 ルこ 肝 細 胞 ノ腫 脹 モ輕 度 二認 メ ラル。 脾 臓 、

腫 大 著 明濾 胞 ノ限 界 明 ニ シ テ濾胞 内 出血 及 細 胞

核 ノ憂 性 テ認 メ淋 巴母 細胞 及 胞 核 ノ分 裂 像 テ示

ス。 脾 髄 ハ淋 巴球 多核 白血 球 ノ檜 生増 撒 ア リ、

且其 等 ノ核 ノ攣 性 テ認 メ小 壌 死竈 ノ多登 セ ル ヲ

見 ル。

No.6.(2日 目発 死)。 肺臓 、 著 憂 ナ シ肝 臓 肝

細胞 ノ腫 脹 分 離 テ認 メ壌 死 竈 ノ形 成 テ示 サ ズ脾

臓 、 腫 大 急 性脾 炎 ノ像 テ示 ス.

No.8.No.10.肺 臓 、大 軍 核 細 胞 性 肺 炎 ノ像 テ

呈 シNo.8.二 於 テハ特 二多核 白血 球 ノ浸 潤 高

度 ナ リ.

是等 ノ細 胞 核 ハ多 数 二 「ピ ク ノー ゼ」、「カ リ オ レ

キ シス」等 ノ壁 化 テ來 シ、又 一 部 肺 胞 内 二出 血 テ

認 メ ラル可 シ。 肝 臓 。 肝 細胞 ノ腫 脹 甚 シ ク多核

白血 球 ノ遊 走 ア リ、 星芒 細 胞 モ亦 軽 度 ノ腫 大 テ

示 ス。 被膜 下 二比 較 的大+ル 壊 死状 愛 性竈 テ形

成 ス(No.8.)。 脾 臓 。 急 性脾 炎 ノ像 テ見 ル。
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第5日 一6H

No.12.No.14.(艶 死)。 肺 臨 加 答 見 性 肺 炎

ノ所 見 ラ示 シ大 珊 亥細 胞 及 炎 性 水腫 ノ滲 出性 慶

化著 明 ナ リ(No.14.)。

大 軍 核 細胞 性 小結 怖(「 チ フ ス」結 節様 慶 化)ラ 認

ム(No14♪ f,)

肝 臓 。 大 ナ ル壌 死}吠礎 性 竈 ア リ周 悼レ=シ穿木巴 球 及

多核 白血t球 ノ疎 ナ ル不 規 則 ノ配 列 テ兄 ル。肝 細

胞 ノ腫 大 分 離 ノ像 ラ叉 巾 等度 一認 メ ラル、 星 ご

細胞 ノ腫 大 　曾生 ラ示 人。

脾 臓 、 傳 染 脾 ノ組 織 像 ニー 致 シ壌 死竈 ナ シ。

第7日

No.9.No.11.肺 臓 、 共 二氣 管 枝 肺 炎 ノ像 テ

呈 シ高 度 ノ氣 管 枝 炎 ア リ周 囮 ノ肺 胞 内 ニハ 多核

白血球 淋 巴球 及 大 軍核 細胞 ノ滲 出 ア リ主 ト シテ

小 葉 性 二多 螢 セ ル以 上 ノ限 局 性 病 竈 ラ認 ム、 是

等 ノ滲 出 セ ル種 々 ナル遊 走 細 胞 ニ ハ高 度 ノ核愛

性 テ來 シー 見膿 瘍 竈 ノ観 アル モ ワ ィゲ ル ト氏 弾

力 繊 維及 ピル シヨ ウ スキー 氏 格 子状 織 維 染 色 二

依 レバ其 等 ノ破 壌 浦 失 少 キ モ ノ ・如 シ。 以 上 ノ

病 竈 間 二存 スル肺 組 織 ニ ハ大 軍核 細胞 ノ浸 潤 著

シ ク繊 維 成 分 ニ ヨル肺胞 壁肥 厚 モ亦 認 メ得 ラル

可 シ(No.11)。

肝 臓 、 共 二粟粒 大 壌 死 竈 テ多 蛋 シ特 二No.9

二於 テハ壊 死 中心 部 ハ全 ク無構 造 同質 様 トナ リ

肝 細胞 ノ残 胎 及 星芒 細胞 テ認 メズ。 上 皮 様 細 胞

及 淋 巴球 ノ集 籏 テ壊 死竈 邊 縁 二認 ムル モ ノ ア リ

星芒 細 胞 腫 大 及 組 織球 遊 走 顯 著 一 シテ各 部 二及

ブ肝 細胞 ノ腫 脹 分離 ノ像 ハ小 葉 末 鞘 層 二於 テ認

メ ラル ・テ常 トス。

脾 臓 急 性 脾 炎 ノ像 テ 示 シ 濾胞 ニー 致 シ テ「チ

フ ス」結節 様 ノ病 竈 認 メ ラル。

No.16.肺 臓 。 著 髪 ナ シ。 肝 臓 。Granulomノ

形 成 テ認 ム。 脾 臓 。 高 度 ノ腫 大 約3倍 大 テ示 シ

傳 染 脾 ノ所 見 ニー 致 ス。 赤 血 球 ノ喰作 用脾 髄 寳

内寳 間 二於 テ著 明 二認 メ ラル。

No.19.No.20.(共 二10日 目発 死)。

肺 臓 。 大 葉 性肺 炎 テ惹 起 シ肺胞 内 二滲 出 セル遊

走 細胞 ニハ壊 死 像 テ認 メ又 胞核 ノ憂 性 テ示 ス モ

ノ多 撒 ア リ。或 ハ又 間 質 織 維 ノ旺 ンナ ル増 殖 テ

來 シ大 軍 核 細胞 ノ出 現 多 藪 ナ ル モ ノ ア リ。肝臓 。

組 織 性Granulomノ 形 成 ア リ。

No.20∴ 於 テハ」曾殖 性 ノ 織 維 成 分 二富 ム小 結

節 テ小 葉 間 質 二近 ク駿 現 ス。 脾 臓 、 博 染 脾 ノ像

テ示 シ遊 離 性大 皿 核 細 胞 ノ遊 走 ア リ.赤 血球 喰

作 川 ノ像 モ亦顯 著 ナ リ。

No.13.No.15.(1111-一 一一121]艶 死)。 肺 臓、 加

答 見 性肺 炎及 「イ ン フル エ ンザ」肺 炎 ノ像 ヲ示 シ

肺 ノ慶 性 ハ 肺 胞 内滲 出細 胞 中 二 認 ノ ラル、 胞

壁 ノ不 正 胤 雑 ナル肥 厚 ナ曾殖 ア リ、 塵 々 二肺 胞 内

ノ出1(flモ軽 度 二認 ノ ラ レ毛 細 血管 ハ充 盈 蛇 行 シ

諺 血Jl犬ナ リ、 肝 臓 、Granulomノ 形 成 多激 、 星

芒 細 胞 ノ腫 大 壇 生著 明 ナ リ,壊 死 歌 病 竃 ハ細胞

浸 潤 二富 ム モ中 二肝 細 胞 ノ再 生 ラ認 ムル モ ノア

リ。 脾臓 、 傳 染 脾 ノ所 見 ニー 致 シ大 軍 核 細 胞 ノ

遊 走 梢t多 シ。

No.17.(13日 発 死)。 肺 臓 胞 壁 二輕 度 ノ細胞

浸 潤 ア リ大 輩核 細胞 テ圭 トス。 肝臓 。 小 壊死 竃

テ多 験 シ 大 軍 核 細 胞 及 淋 巴球 ノ集 籏 ア リ、 肝

細 胞 ノ腫 脹 輕 度 ナル モ星 芒 細胞 ハ腫 大 増 歎 テ見

ル、 脾 臓 。 静 脈 寳 ハ鑛 張 内被 細胞 ノ増 生及 遊 薩

テ認 メ且 ツ是 等 ノ胞 核 二髪 性 テ來 シ或 ハ小 壊死

竈 ノ形 成 認 メ ラル。

第14日

No・19・ 肺 臓 、 加 答見 性 肺 炎 テ示'i同 時 二肺胞

内遊 走 細胞 二胞 核 ノ髪 性 像 著 シ。肝 臓。Granu-

lomテ 小 撒 二認 ム、 脾 臓、 腫 大 シ傳 染 脾 ノ像 テ

示 ス、 壌 死 竈 ナ シ。

第 四 節Gartner氏 腸 炎 菌 大 量 接 種

(生 菌)ニ ヨ ノレ肺 臓 肝 臓 脾 臓 ノ 病

理 組 織 學 的 所 見 ノ小 括

肺 臓 、 大 量 注 射 二際 シテ ハ発 死 ス ル モ ノ甚 グ多

ク攣 化 モ不 統 一 ナル モ ノ多 シ、 胞 壁 ハ初 期 二於

テ ハ多核 白血 球 ノ遊 走 ア リ淋 巴球 又 多 シ血管 内

被 細 胞 ハ腫 大 シテ甚 シ ク不 正 ノ配 列 ラナ シ血管

及 氣 管 枝 周 園 ノ結 締 織 中 二圓 形 細 胞 ノ浸潤 著 明

ナ リ。胞 壁 二小 ナ ル圓 形 ノ「ネ クロ ピオー ぜ」様 壁

性 竈 ア リ(No・4)。 毛 細 血 管 ノ充 血 ハ全 般 二亙
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リ之テ認 メタリ。1週 間前後二於 テハ加答見性

肺炎ノ像 テ示 シ大躍核細胞 ノ浸潤及炎性水腫 ノ

痩化ラ見「チフス」結節様限局性病竈 テ認 ム。叉

高度ノ充血及出血テ伴 フ「インフルエ⊃ザ」肺炎

様ノ愛化 テ示 ス部位 アリ、約2週 間一 シテ是等

ノ炎性憂化二大軍核細胞 ノ遊走加バ リ、父膿瘍

状ノ像テ呈セルモノアリ。 カ・ル際ニハ弾力織

維格子状織維 ノ破壊消失モ亦之 ラ謹セラル、斯

ノ如キ病竈 ノ周園 二於 テハ 即肉芽組織 ノ形成

テ見ル可 シ、氣管及血管周園 ノ淋巴腺ハ大躍核

細胞増生テ示 シ後上皮様細胞 ノ出現 テ認 メタル

モ乾酪攣性及石灰 ノ沈著ハ之テ護 スル能ハズ。

肝臓。廣汎ナル壌死竈テ形成 シ特 二被膜下二多

シ、3日 以後二於 テハ肝細胞 ノ腫脹モ高度ナリ

壌死竈ラ多褒 シ、亘態細胞 ノ出現 アリ、組織球

及星芒細胞 ノ腫大 テ認4、1週 間前後二於テハ

壊死竈二多核白血球及淋巴球 ノ遊走 テ來 シ大軍

核細胞 ノ出現遊走 ラ見ル。Granulomノ 形成 テ

認ムルモノアリ壊死憂化張度ニシテ全 ク無構造

トナリ肝細胞 ノ残胎及星芒細胞 テ認 メラレザル

モノ多 シ、2週 間経過 ノモノニ少数 ノ織維性結

節テ認メタリ.

脾臓、1週 、2週 二於 テ縮 テ急性傳染脾 ノ所見

ニー致ス、圓形粟粒大壊死状 ノ攣性竈テ示 セル

モノ2例 アリ(No.5,No.17、 、 濾胞 ニー致 シ

テ大軍核細胞性結節 テ認 ムルモノアリ、赤血球

喰作用 ノ像顯著ナルモノ多 シ。

第五節G乞rtner氏 腸 炎 菌1屍 菌;

二依 ル肺臓 、 肝臓、 脾臓 ノ

病理 組織學 的所 見

接種材料、余 ノ海狽第400番 ヨ リ分離 シタル

No・400菌 株寒天培養18時 間 ノ幼若培養菌 テ

食盤水浮游液 トシ60。C30分 加熱殺菌セルモ ノ

(生理的食盤水1c.q:1mg)テ 腹部皮下注射ス、

生菌二依ル時ハ少量テ以テスルモ動物 ノ艶死 テ

來シ病竈攣化 ノ長期 ノ観察不可能 二陥 リシ爲、

此ノ鋏陥テ補 フ爲及屍菌本來 ノ毒素ニヨル病理

組織學的慶化 ノ観察 テ兼 テ本試験 テ行ヘ リ。

接種量。加熱屍菌 テ20頭 ノ250瓦 内外海狽 二

ノ端 一・mgテ踊 人融 翻 ・滋{鰍 一

1mg-iNス)。

第3目

No.1.No.3.肺 臓 、 胞 壁 ノ細胞 性 埆 生1曾撒 ア

リ、 大 躍 核 細 胞 ノ浸 潤 モ認 メ ラル小 壌 死状 ノ攣

性 竈 テ認 ム肝 臓、 粟 粒 大 壌 死 竈 テ 多獲 シ肝 細 胞

及 絡 子 状 織 維 全 ク欲 除 シ星 ど細 胞 ノ片 鱗 テ認 メ

ズb]巨 態 糸川1包ノ出浬見ア リfi♪止芒 糸1朋包ハ」隆度 ノ坤ケ

生 テ示 ス、 脾 臓 、 粟 粒 大 壊 死 竈 テ多獲 シ脾 髄 ノ

遊 走 細胞 噛 生著 明 ナ リ。

No.2.N・.4.肺 臓 、 大 軍 核 細 胞 性Granulom

ノ形 成 ア リ(No.4)、 肝臓 、共 二粟 粒 大 壌 死 檬

竈 テ多登 シ猛 現 部 位 一 定 セ ズ、 肝 細胞 ノ腫 脹 分

離 ノ像 モ小 葉 中心 層 二認 メ ラル。 壊 死 竈 二亘 態

細 胞 ノ出現 ア リ、 多 核 白血球 淋 巴球 ノ浸 潤 高 度

ニ テ大 輩 核 細胞 少 シ。 脾 臓 、 粟 粒 大 壊 死 竈 テ多

獲 シ周 園 二細胞 浸 潤 ノ像 ハ認 メ ラ レズ、 完 全 ナ

ル壌 死 機 轄 二陥 ラズ シテ胞 核及 原 形 質 モ微 力 二

其 染 色 性 テ維 持 スル モ ノ多 シ、 寳 毛 細 管 ノ籏 張

充 盈 ア リ。

第7日

No.5.No.7.肺 臓 。 著 愛 ナ シ、 大 軍 核 細胞 性

小 集 籏 竈 ア リ(No.7)。 肝 臓 、粟 粒=壌死竈 テ多

蕨 シ、 遊 走 細胞 拉 二繊維 芽 細胞 ノ集 籏 ヨ リナル

結 節 トシテ認 メラル ・モ ノア リ。 肝 細 胞 ノ腫 脹

分離 ノ像 テ見 ル モ輕 度 ナ リ、 脾 臓 、 大 軍核 細 胞

ノ遊 走 多数 ナル テ認 メ ラル。

No・6・No.8.肺 臓 。 壌 死 欺 愛 化 テ件 フ大 輩 核

細 胞 性肺 炎INo.6)テ 認 メ 周 園 ノ肺 組 織 二充 血

著 明 一 シテー 部 出血 テ呈 セ ル モ ノア リ、 肝 臓 、

共 二粟 粒 大 壌 死 竈 テ形 成 シ周 園 二限 局 性細 胞 浸

潤 二乏 シク全 汎 二亙 リ多核 白血球 ノ遊 走 及星 芒

細 胞 ノ腫大 埴 生 著 シ。脾 臓、 小 壌 死 竈 子多螢 λ

他 ハ急 性 脾 炎 ノ像 ラ見 ル、 静脈 賓 ノ旗 張 ア リ、

大 輩核 細胞 及 小数 ノ淋 巴 細胞 々淋 巴母 細 胞'遊

.走 ア リ。

第14日

No.9.No.11.肺 臓 、 著 愛 ナ シ、 肝 臓 、 繊 維

性 結節 及 所 々壊 死 部 二肝 細胞 ノ出現 ア リ、 星芒
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細 胞 ハ腫 大 ♪曾生 テ示 ス、 脾 臓 、 斑 脇 恢 吸 シ内被

細 胞 ノ遡 糊 犬ラ呈 スル モ ノ多 シ、 脾 細 胞 ノ埆 生

モ著r1月ニ シテ粟 粒 壊 死 様 竃 ノ不 正形 ナル'Cノ 小

数 二認 メ ラノレ。

No.10.No.12.肺 臓 、 血管 及 氣 管 枝 周 閻 二大

躍 核 細 胞 ノ集 籏 テ1認ム(No.10)、 胞 壁 ハ共 二肥

厚 状 ラ示 シ、 肺胞 上皮 ノ恥 生1チ フλ1様 大 躍核

細 胞 及 淋 巴球 浸 潤レt亦 著 シ。 肝 臓 、 繊 維 性 ノ結

節 ラ多敷 形 成 シ、兄 ご細 胞 ノ腫 人 チ兄 ル。 脾 臓 、

急 性 脾 炎 ノ姥 化 テ示 シ小 壌 死様 竈 テ多螢 ス。

第21日l

No13.No.15.肺 臓 、 特 異 的 攣 化 少 シ、胞 壁 ノ

肥 厚 壇 殖 テ示 シ、大 躍核 細胞 及 脆 色 素 細 胞(No・

15)、多 核 白血 球 ノ少数 テ認 ム、 肝 臓 、 限 局 性壊

死 竈 ハ細 胞 成 分 二富 メル モ ノ多 キ モ或 ハ全 ク吸

敗 セ ラ レ限 局 セ ル繊 維 化 テ來 セル モ ノモ亦 多 キ

テ見 ル、 脾 臓、 脾髄 ニハ軍 核 細 胞 ノ遊 走 多撒 二

認 メ ラル ・モ壊 死 竈 ナ シ。 賓 ノ薇 張 ア リテ内被

細 胞 ノ檜 生 アル モ甚 シ ク室 虚 ノ感 ア リ。濾 胞 ハ

中 心動 脈 振 張 著 明 ニ シテ 大 軍核 細胞 ノ 出現 多

シo

No.14.No.16.肺 臓 、 肺 胞 壁 ハ大 軍 核 細胞 拉

二繊 維 芽 細 胞 ノ壇 生 テ見肥 厚 歌 ナ リ。 淋 巴 球 多

核 白血 球 膿 色素 細 胞 モ亦認 メ ラル。 大 軍 核 細胞

性 小結 節 ア リ(No.16)。 肝臓 、 肝 小 葉 内所 々 一

繊 維 性結 節 ア リ。 脾 臓、 壌 死 竈 少 シ、 害 ノ接 張

内被 細胞 ノ腫 大 ア リ.

第30日

No.17.No.19.肺 臓 、大 輩 核 「チ フス」様 細胞

ノ胞 壁 内遊 走 浸 潤 著 明 ニ シ テ 間 質 ノ増 殖 旺 ナ

リ、 大 軍 核 「チ フ ス」様 細胞 ノ小 結 節 モ認 メ ラル

(No.19)。 肝 臓 、 繊 維 性 ノ結 節 テ多 数 二認 メ完

全 ナル修 復 機 轄 テ認 ム、 脾 臓 、 髄 質 ハ賓 ノ接 張

内被 細 胞 ノ腫 大 テ見、 網 判犬織 細 胞 ノ塘 殖顯 著 ナ

リ。

No.18.No.19.肺 臓、 著 慶 ナ シ、 肝 臓 、繊 維

性 ノ結 節 テ稀 二存 ス、脾 臓 、 大 軍 核 細 胞 及 上 皮

様 細 胞 ノ霧 粗 ナ ル集 籏 ヨ リナ ル結 節 テ見 濾胞 ニ

ー 致 シテ大 軍核 「チ フス」檬 細 胞 集籏 ヨ リナル結

節モ認 メラル。間質 ノ結締織性増殖旺盛 ナルガ

如 シ。

第 六節Gh'rtner氏 腸 炎腸(屍 菌)

二依 ル肺臓 肝臓 脾臓 ノ病 理

組 織學 的所 見 ノ小括

肺臓、3日 一シテ胞壁 ノ細胞成分 ノ塘生ヲ見ラ

レ大盟核糊 包ノ浸潤モ亦少傲二認ノラル、肥厚

セル肺胞壁 二小壌死竈 テ見叉Granulomノ 形

成 アリ(No.4)。

】週 ヨリ2週 二壊死性壁化 テ俘 フ大輩核細胞性

肺炎テ認 メシモ ノアリ。加答見性肺炎乃至氣管

枝炎テ來 シ多核白血球淋巴球及大軍核細胞 ノ肺

胞内浸潤 ラ認 メラル、是等遊走細胞 二核 ノ攣性

テ認ムルモノ多ク…方大躍核「チフス」様細胞 ノ

出現増生一ヨリ漸次病竈 ノ修復機韓ハ達 セラル

ルガ如 シ。

肝臓。粟粒大壌死竈ラ多登 シ肝細胞、格子駄綾

維全 ク破壊サレ星芒細胞モ亦不明ナルテ常 トス

特 二大量注射 ノ動物二於テハ粟粒大壌死竈ハ早

期 二來 リ多撒 ノ亘態細胞 ノ出現ラ見ル(No・3)、

肝細胞 ノ腫脹ハ1週 間前後二於 テ最モ顯著ニシ

テ星芒細胞 ノ腫大檜生モ此 ノ時期二認 メラル。

2、3週 間二於テハ粟粒大壊死様竈ハ繊維性 ノ

結節 トナリ或ハ肝細胞 ノ再生ラ見大軍核「チフ

ス」様細胞淋巴球ハ減退 テ示 ス、3週 間以後 ニオ

イテハ繊維化 テ示 シ完全ナル修復機韓テ認 メタ

リ、星芒細胞ハ3週 間 テ境 トシテ漸次菖態 二復

スルモノ・如 シ。

脾臓、3日 ニシテ粟粒大壊死竈 テ多登スルテ見

ルモ完全ナル壊死像 ラ示 スモノナシ此 ノ獲化ハ

2週 間経過 ノ動物二於 テ認 メラレシモ ノアリ、

2週 間ニ シテ大軍核遊走細胞 ノ壇生 ノ盛ナルテ

認 ムルモ ノ多 シ。他 ハ急性脾炎 ノ像構 ナリ、30日

経過 ノ動物 二於 テ大軍核細胞及上皮様細胞 ノ粗

ナル集籏 ヨリナル假性結節 ノ形成 テ認 メタリ。

第七節 徽 菌糧(右 噛
mg)皮 下接種 二依 ノv肺臓、肝

臓、脾臓 ノ病理組織學的所見
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薩25・ 瓦 ノ櫨 状 々 、1。及;,lo-mgノ 横

核菌テ皮下接種 シ第3日 、7日 、14日 、21日・

30日二4頭 ヅ・撲殺 シ剖見 ス實隙 ノ各二就 テノ

記載ハ略 シ概括的 ノ所見テ簡躍二述ブ。

第3日

肺臓、血管内壁二沿 ヒ多核白血球 ノ蝟集 アリ血

管及氣管枝周園結締織中二主 トシテ淋巴球 ヨリ

ナル圓形細胞 ノ集籏テ認 ム胞壁 二於 テハ多核白

血球 ノ遊走 テ認メシム、 多核白血球 ノ遊走ハ特

二牛型 二於テ著明ナリ。

肝臓、Granulomノ 形成 ハ3例 二之 テ認 人 壌

死竈 ノ形成ハ1例 ナリ該動物ハ3日 目二艶死 セ

ルモノーシテ粟粒大壊死竈中二亘態細胞 ノ出現

アリ。肝細胞 ノ腫脹分離ハ全部 二存 シ星芒細胞

ハ腫大輕度ナリ。分布血管バー般二充血高度ニ

シテ多核白血球 ノ遊走モ亦認ノラル。

脾臓、概ネ輕度 ノ腫大テ見ル。濾胞 二所謂反慮

性芽中心 ノ像 テ認 メ脾髄 二著攣 ナシ。

第7日

肺臓。撲殺セル4頭 二於テ氣管及血管周園結締

織中二淋巴球及 ビ、上皮様組織球性細胞 ノ浸潤

アリ。大軍核細胞性肺炎テ惹起 セルモ ノ1例 テ

認 メ、肺胞内二Granulomテ 形成 セルアリ。

肝臓、2例 二於テ粟粒大壊死様病竈 テ形成ス。

星芒細胞ハ腫大増生テ示 スガ如 シ。

脾臓。上皮様細胞及大軍核細胞 ノ霧粗雑然 タル

集籏竈テ形成 シ結核結節 ノ初期的髪化テ示 シ或

ハ急性脾炎ノ像 テ見ル、脾髄二遊走細胞 ノ多撒

テ認メ得 ラル。

第14日

肺臓、2例 二於 テ細葉性結節 ラ認 メ圭 トシテ上

皮様細胞及大淋巴檬細胞(grosseLymphoide-

zellen)一ヨリ形成サル、肺胞盟内二多核白血球

淋巴球及大軍核細胞 ノ浸潤 アリ上皮様細胞 ノ出

現アリテ小葉性禰蔓性浸潤 ラ示 スモノアリ.

肝臓2例 二上皮様細胞小結節(Granulom)1

例二於テハ小壌死竈 アリー般二織維性 ノ結節テ

形成スルモノ多 シ。

脾臓、3例 ハ上皮様細胞及大軍核細胞 ノ霧粗ナ

ル集籏 竈 ヲ健 シ内1例 ハ壊 死 寵 テ形 成1・。

第21日

肺 臓 。 大 即 核 細 胞 ノ多敷 及 淋 巴 球 多核 白Il且球 ノ

浸 潤 著 明aシ テ 是等 ノ細胞 二壌 死1幾轄 ノ著 シキ

モ ノテ認 メ.慶P乾 酪 性肺 炎 ノ像 テ皐 スル モ ノ1

例 、 限 局性 小 結 節 子形成 セル モ ノ2例 ナ リ。

肝 臓 。 増 殖 性 小 結 節2例Granulom1例 上 皮

様 細 胞 二富 メル結f市テ多獲 セル モ ノ1例 ナ リ。

脾 臓 、 共 二f曾殖 性 ノ結 節 テ形 成 ス。

第30日

肺 臓 。1例 ハ 小 圓 形 細胞 テ 主 トセ ル 集籏 竈 ア

リ。 小葉 性 ノ結 節 テ形 成 セル モ ノ2例 、 大 輩核

細 胞 性 肺 炎1例 テ認 メ タ リ。

肝 臓 。 繊 維性 小結 節 テ認 ムル モ ノ3例 ニ シテ浸

潤 セル細胞 成分 吸 牧 セ ラ レ肝 細 胞 ノ再 生 テ認 メ

完 全 治癒 テ示 ス モ ノア リ。

脾 臓 。 乾酪 壁 性 テ示 シ癒 合 性 ノ大 ナル結 核病 竈

テ認 メ亘態 細 胞 ノ出現 ア リ、 濾 胞 ニー致 シテ結

節 性 ノ結 核 竈 テ示 スモ ノ3例 テ見 ル、 結 締 織 ノ

檜 殖 モ後 者 二於 テハ著 明 ナ リ。

第 八 節 結 核 菌 小 量 皮 下 接 種 一

依 ノレ肺 臓 肝 臓 脾 臓 ノ病 理 組

織 學 的 所 見 ノ小 括

肺 臓 。 初 期 二於 テ ハ血 管 及氣 管 枝 周 園 ノ結 締 織

中 二圓形 細 胞 ノ集 籏 ア リ、或 ハ 血 管 壁 二Granu-

lomノ 形 成 テ示 シ、漸 次 是 等 ノ圓形 細 胞 ハ減 少

シ上皮 様 細 胞 ノ集 籏 トナル、 多核 白血 球 ノ遊 走

モ高 度 ニ シテ特 二牛型 菌 二依 ル時 出現 尚顯 著 ナ

ル ガ如 シ、1週 間 ヨ リ2週 間 二 於 テ ハ 是 等 ノ

Granulomハ 肺 胞 艘 内 テ 満 シ 結 核 結 節 トシテ

認 メ ラル ・二至 リ、 或 ハ肺 胞 内 二大 軍 核 細 胞 ノ

滲 出 テ來 シ結 節 形 成 トナ リ、 或 ハ又 更 二是 等 ノ

細胞 二壊 死 機轄 テ件 ヒ、 大 軍 核 細 胞 性 肺 炎 ノ像

テ示 ス ニ至 ル。 細 胞 ノ核 ノ獲盤 破 壊 テ示 スモ ノ

砂 シ、3週 、4週 二至 レバ細 葉 性 、 或 ハ小 葉 性

編 ラ形 成 シ又 禰 蔓 性 ノ圓形 細 胞 及 上 皮 様 細 胞

浸 潤 竈 テ示 ス ニ至 ル 。

肝 臓 。早 期 ヨ リGranulom形 成 及壌 死 竈 テ呈

ス、3日 目 二艶 死 ノ1例 二於 テハllU$zec死 竈 中
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=亘 態 細胞 ノ出∫"ラ認 メタ リ、1週 闘 一 オ ィ 」一

粟 粒 大壌 死磁 ノ形 成 最 モ 多 ク爾2週 、3週 二於

テ モ認 メ ラル、3週 以 後 二於 テノ、結 締 織 繊 維 ノ

増 殖或 ハ肝 細胞 ノ再 生 ア リ ア治 癒 機 軸 ラ認 ム ル

モ ク多 シ、 星 ど細胞 ハ3口 「1=巳 二腫 大 ラ示 シ

後 嚇 生 シ3週 ニ ンテ最 高 二逮 λ。

脾 臓 、31川 二於 ケ ・レ腫 大 ハ少 ク1週 間 前後 二

於 テ腫 大 セ ル モ ノ ト然 ラヅ ル モ ノ トア リ、7日

及10日 一=至レバ 継 粗 ナ ル 細 胞 性 集 籏 テ有it・ル

結 核 初 期 ノ壁 化 テ認 メ、3週 以 後 二於 テハ塒 殖

性 ノ結 節 テ認 ムル モ ノ多 シ、壌 死竈 ノ形 成1例

テ認 ノタ リ、4週 二於 テ ハ壇 殖 性 ノ結 節 ノ完 成

テ認 メ又 乾酪 壁 性 竈 形 成 ラ示 ス モ ノアル モ概 ネ

治 癒 的 傾 向 ラ示 スモ ノ多 シ。

第 九 節 結 核 菌 大 量(1-5mg)

皮 下 接 種 二 依 ノレ肺 臓 肝 臓 脾

臓 ノ病 理 組 織 學 的 所 見

本試 験 二於 テ モ前 試 験 ト同檬 ノ方 法 ニ ヨ リ動 物

及 接 種 材 料 テ定 メ タ リ(菌 ハ1c.a二10mgノ 割

合 二食盤 水 浮 游 液 トス)生 存 日撒 ノ最 モ長 キモ

ノ_シ テ1S日 目 二艶 死 シ1週 間以 内 二艶 レ シ

モ ノ多 シ。

第3日

3日 目迄 二 艶 死 セル モ ノ5頭 二 及 ビ中 二1mg

注 射 ノモ ノ1頭 ア リ。

肺 臓 。充 血 高 度 毛 細血 管 ハ旗 張 シ蛇 行状 ラ呈 シ、

水 腫 及多 核 白血 球 大 軍核 細胞 性 肺 炎 ノ像 テ呈 ス

ル モ ノ1例 ナ リ。

肝 臓 。全 例 二粟粒 大 壌 死 竈 ノ形 成 ア リ亘 態 細 胞

ノ出 現 多撒 ニ シテ壌 死 竈 ノ大 ナル ハ小 葉 全 汎 二

及 プ モ ノア リ。

脾臓 。急 性 脾 炎 ノ像 テ示 ス モ ノ4例 。

第7日(発 死3頭 、撲 殺1頭)

肺 臓 。 大 軍 核 細 胞 性 肺 炎 バー 般 二胞 核 ノ染 色 性

甚 シク弱 シ、充 血高 度 ニ シ テ結 節 ハ小 血 管 テ取

リ巻 キ或 ハ 又 肺 胞 膿 内 二Granulom様 ノ憂化

ラ成 ス。

肝 臓 。 粟粒 壌 死 竈 テ多登 ス、 亘 態 細 胞 ノ出 現 ア

リ。 壌 死 機 轄 高 度 ニ シテ胞 核 ノ崩 壊 シ中心 二於

ケル乾酪慶性竈ハ其 ノ髪化伺弼度ナラザル像 ラ

示 λモノ多 シ。脾臓。粟粒壊死竈 テ形成 セルモ

ノ3例 一シテ脾髄 二遊走細胞 ノ多敷虹 二鰺血ラ

作 フ。又」波 様細胞及大躍核細胞 ノ軽粗ナル集

籏 ヨリナル結節 テ認 ムルモノ1例 ナリ。

第14日(艶 死6頭)

肺臓。炎性充血高度 らシテ大翠核細胞性肺炎ラ

惹起 セルモノ4例 。1例 ハ氣管枝肺炎 ノ像 ラ示

セリ。

肝臓。結核結節ハ定型的 ノ型歌 テ示 シ亘態細胞

・出現 アルモ ノ3例 、小壌死竈テ多蛋 セルモノ

2例 アリ。

脾臓。結核結節ハ乾酪愛性テ示 スモノ多ク亘態

細胞 ノ出現 ラ見、間質織維 ノ壇殖 テ認 ム。

第18日(2頭 ハ16日 、2頭 ハ18日 艶死)

肺臓。肺胞壁ハ肥厚 シ細胞性(圭 トシテ大軍核

細胞、多核白血球淋巴球)浸 潤高度、 血管及氣

管枝周園淋巴濾胞 ハ上皮檬細胞及大軍核遊離性

細胞 ノ霧粗 ナル遊走テ見ル肺胞内大輩核細胞 ノ

滲出著明ニシテ、乾酪性肺炎 ノ像 テ示 スモノア

リ。

肝臓。結核結節 テ多歎 二認 メ小葉間結締織及

Glisson氏 鞘二存7・ルモ ノテ除ケバ糖 テ定型的

結核結節 ノ組織像 ラ具 フ。亘態細胞 ノ出現モ亦

認 メラル。脾臓。結節ハ線 テ定型的 ノ造構ラ示

シ濾胞 ニー致 シ或ハ脾髄内二散在 シ遊走細胞即

多核白血球大軍核細胞及網状織細胞 ノ増殖顯著

ナルモノ多 シ。

第 十節 結 核菌 大量 接種 二依 ノレ

肺臓 、肝 臓、 脾臓 ノ病 理組

織學 的所 見 ノ小括

肺臓。大量接種 二當 ツテハ注射部位 ノ出血性炎

症甚 シク(腹部皮下 ノ廣汎ナル出血性炎)、局所

ハ膿瘍形成 ラ示 スモ1多 シ外部 二破壊 シテ痂皮

形成(牛型二多 シ)テ見ル、肺臓 二於 テハ3日 目
二於テ特異的 ノ憂化ナク血管系 ノ高度 ノ充血及

出血 テ見ル。多核白血球及大軍核細胞 ノ浸潤ニ

ヨル肺炎性攣化 ノ下二発死 スルモノ多 シ。

約1週 間ニシテ是等 ノ組織反磨i梢丸鎭定 セ血管
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及氣管枝周園 ノ圓形細胞及上皮様細胞 ノ園続 子

來ス。2週 間二於テハ大軍核細胞性肺炎テ惹起

シ浸出細胞二壌死性髪化テ件 ヒ乾酪性肺炎子惹

起スルニ至 リ動物 ノ艶死ラ招 クモ ノγリ。又全

ク肺組織ニオケル所見テ快 クモ ノァリ。

肝臓、3日 目ヨリ粟粒壊死竈 テ多登 スルモ ノ多

ク亘態細胞 ノ出現 アリ第1週 、第2週 二於テ・・

壊死機縛ハ益 丸進渉 ノ傾向テ呈 スモ ノアリ。或

ハ又細胞成分 ノ檜生集籏亘態細胞 ノ出現多敷 ト

ナ リ楡 殖 性 織 維 性 ノ造 構 ラ示 シ來 ル モ ノモ認 メ

ラrL、 星 芒 細胞 ハ1週 間後 二於 テ腫 大 増 生 ラ見

ル が如 シ。

脾 臓 。 初 期 二於 テハ腫 大 シ急 性 脾 炎 ノ炎 性橡 テ

示 シ1週 闘 ∴於 ア粟 粒 壇 死竈 テ形 成7.ル モ ノ多

シ。2週 以 後 一於 テ ハ乾酪 髪 性 像 子作ヘ ル定 型

的 ノ結 核結 節像 冴 示 シ亘 態 細 胞 ノ出現 ア リ脾 髄

ノ炎性 組織{象 ハ 多様 ニ シテー 定 セズ。

第六章Giittner氏 腸炎菌 卜結核菌二依 ル病竈護現状態 ノ概

評的比較封比(表 三及四)

肺臓 、初 期 二於 ケル 小膿瘍 様 病 竈、 壊 死 様 竈 、

血管及氣 管 枝周 園結 締 織 中 二滲 出 セ ル圓 形 細胞

ノ高度 ナル浸潤 テ認 ムル ハ 同様 一 シテ.後 前 者

Gartner氏 菌 二依 ル モ ノハ大 軍 核 「チ プ 勺 様 細

胞 ノ遊走 トナ リ後 者 曳結 核1二 於 テハ大 蜀 核 及 上

皮様細 胞 ノ浸 潤 テ來 ス.

表3肺 二於 ケJV病 憂 ノ比較封比

鞠 結 核 菌晦 氏購
第
一

蓋二纏雛 劉1'歪 霧 醗 ナ
3.血 管及氣管枝 周2.小 壊 死榛竈 及核

週 園結締織中二圓
形細胞ノ浸潤

ノ髪 性

3.同 左

第

二

週

1.Granulom形 成

2.大 軍 核細 胞 性 肺

炎

1.Granulom形 戊

2.大 軍 核細 胞 性 肺

炎蚊 二氣 管枝 炎
或 ・・ 「イ ンフ ル
エ ン ザ」 肺 炎 ・

像

1.壌 死性愛 化 ヲ件

第 フ肺 炎檬病竃、

加答見性肺炎

四

1.乾 酪性 肺 炎

(diffus)
2.Verk6Smg

(Cic㎜script)

(圭 トシ テ 大軍
核細胞 ノ浸潤)、
病竈 ノ・漸次 吸牧
サ レ大軍核 「チ
フス」様細胞及

結締織ノ培殖著
週 明 トナ ル

2.Ahscess

儲rtner氏 菌 小量 二依 ル時 ハ小 血 管 周 園 及 肺胞

壁 二所謂Siegmond/Granulom形 成 トナ

リ、結 核 ノ場 合 ト全 ク同檬 ナ リ。 尚約10日 後 二

至 リ大 軍核 細 胞 性 肺 炎 拷 董化 テ示 シ滲 出物 ノ壊

死髪性 チ件 ヒ乾酪性肺炎二類似セル組織{象ラ示
一t・時期 アリ1結核實験 ノ際大量注射 二際 シテハ

比較的早期 二起ル)。 然,レニ是等 ノ愛化二於 テ

G且rtner氏 菌 二依ルモノハ細胞核 ノ量性テ件 フ

事多 ク結核性髪化二於テハ比較的稀ナルガ爲、

此 ノ所見ガ鑑別 ノ要貼 ト思考セラル ・場合 ア

リ。肺炎像 ノ後 二來ル可キモ ノハー方ハ大軍核

「チフス」様細胞ヲ主 トシ他ハ上皮様細胞 ノ存スル

事 ニシテG乞rtner氏 菌 ノ際 二於 テモ ヒ皮様細

胞 ノ出現可能ナ リ。是等 ノ組識護生ハ共 二所謂

同一組織球性細胞 ニシテ肺胞内ノ他 ノ遊走細胞

ノ後 二出現 シ大軍核細胞性 「チフス」様結節或ハ

結核結節 テ形成 スルニ至ル。然ルニー般 二前者

ノ場合二於テハ病竈 ノ滲出物 ノ吸牧及肉芽組織

ノ形成比較的迅速 ニシテ修復機轄遙 二良好ナ

リ。但 シ大軍核細胞性肺炎及爾梢 ミ病的機轄 ノ

進行 シテ結節形成二至ルモ ノニ於 テハ雨者 ノ鑑

別ハ形態的二困難 ナルガ如 シ、4週 以後二於テ

ハ大軍核細胞及繊維芽細胞 ノ浸潤著明 トナリ肺

胞壁 ノ肥厚増殖及肉芽性 ノ治癒機轄明 トナル前

者弦二於テ始 メテ結核結節 トノ病塗組織像 ノ分

別鮎二到達 ㌔ 乾酪髪性及石灰沈著ハ腸炎菌二

於テハ認メラレシモ ノナク結核 二於テ・・大量注

射 ノ際石灰沈著1例 ヲ認 メタリ。

氣管枝拉二血管周園淋巴濾胞 ノ曼化モ亦雨者同

様 ノ病機 ノ過程 テ経ルモノニシテ始メ粗 ナル遊



1051 高崎=海 狽 二於 ケル賀験 的結核 トGErtner氏 腸炎菌 ノ關係 二就 テ 【第14巻

走細胞 ノ浸潤 アリ漸次大躍核遊離性細胞及上皮

様細胞 ノ出現 トナル乾酪化 ノ形成ら至 レバ鑑別

ハ容易ナル可キハ1倫テ俊 タズ。

表4肝 臓二於ケノレ限局性結節及壊死標驚比較

＼種
経＼別
過＼

鈎

週

第

週

結 核 菌 Gttrtner氏 腸 菌 炎

1.

1.邊 線不規 則細胞

成 分少 ク無柵造
ノ壊死 竈

2.結 締織形成細胞2
.及淋 巴球 ノ集籏

3.上 皮様細胞
4.「 二[態糸田月包3

.

1.邊 縁比較的明瞭
トナ リ此 ノ所 二
淋巴球多 シ

2.問 質 ノ壇殖 性傾

向肝細胞 ノ再生

々
胞

ヲ

盆

細
象

轄
走
現

機
遊
的

性

リ
癒

殖

ナ
治

培

ト
シ

ソ
退

ム

L
旺
減
認

第
四
週

4.

逃線不規 則星芒
細胞 ・・璽 性 ヲ受
〃ザルモノ多 ク

肝細 胞紫 ノ残胎
ヲ認 ムルモ ノ多
シ

結締織形戒細胞
及 多核 白血球 多
ク淋 巴球少 シ
「チ フス」梯大箪

核細胞
巨態細胞

1.邊 線 ・・肝細胞 索
ノ不規 則 ナル酉

列 ヲ示ス モノ多
数

2.結 締織 繊維細月

培生、肝組織 ノ修
復機轄結核 ヨ

リ旺盛 ナ リ

2.完 全治癒 ヲ認 ム

肝 臓

肝臓二於テ・・菌量 ノ各適當量(G5rtner氏 菌大

量、結核菌小量)テ 使用 スル際 二於テハ経過及

病竈蛋現状態全 ク相・一致ス、粟粒壊死竈 ノ形成

後繊維性小結節 トナリ該部 二集籏 スル細胞 二於

テモ差異テ認 メザルモノ多 シ。亘態細胞 ノ出現

モ共 二認 メラル壊死竈 二於 ケル組織 ノ破壊モ同

様 一シア染色上格子欺織維及膠様繊維 ノ破壊 ア

リ。然ルニ多撒例二就 テノ総計的見知 ヨリ比較

鑑別 ノ川票 ト思ハル ・モノテ求 メタル結果結核

ノ際・二於 テハ吾人ガ動物(海 狽》ノ結核羅患二使

M7.7レ1糀ilil「 油omgノ 糧 皮下謝 二

於 テで完全 ナル壌死窮慶化 テ認 ムル場合多ク固

有肝組織 二於 クル星芒細胞及實質細胞 ノ残胎 テ

認ムルモ ノ少 シ。腸炎菌 二於テハ屍菌 ノ大量注

射 ノ場合 ノ外ハ壌死竈内二僅少乍 ラ固有肝組織

ノ要素テ認ノラレ其等 ノ残影 ノ存 スルモノ多キ

ガ如 シ。種々遊走細胞 ノ集族 スルニ及 ビテハ腸

炎菌 二於 テ多核 白血球棺 ㌃勝 リ結核二於 テ淋巴

球 ノ蝟集多 シ。壊死竈及結節 二於 テ其 ノ末鞘部

ノ周園組織 二封 シ比較的鋭利 ナル嶢界 ヲ示スハ

結核結節 二於 ケルモ ノ多 シ。糸鍔邑二就テハ菌量

ノ如何 二依ル腿多キモー般 二腸炎菌 二於テ早 ク

経過 ス、結核性憂化二於テモ完全ナル治癒機轄

ラ菅 ムモノナ リ。

星芒細胞 ノ腫大ハ腸炎菌二於ケルヨリモ結核二

於 テ著明 ニシテ、前者二際 シテハ檜生二於テ優

ルガ如 シ。

脾臓。結核性憂化二際 シテ急性脾炎 ノ像 テ示 シ

且粟粒壊死寵 ラ形成 スルモノニ於 テハ同様 ノ髪

化 ト云 フ可 久 尚「チフス」様大軍核細胞結節二

於 テ結核結節初期的攣化 ト相通ズル虐 アリ。

第七章 総

實験 室小 動 物 間 ノ流 行病 トシテ古 ク ヨ リ知 ラル

ル モ ノ・中 一 瑠 歯 類 動物 間 二 於 ケルParaty-

phus・B一 ヨル 自然 的 流 行 感染 ア リ。 此 ノ流 行

・・Pandemisch,sporadisch二 來 リ動 物 ノ自然

的 艶 死 ノ原 因 タル事 最 モ多 シ。余 ハ吾 人 ガ外 見

上 健 康状 態 ト認 ムル海 猿 ノ 流 血 中 二Gartner

氏腸 炎菌 ノ混 染 テ屡 、認 メ タ リ.即 混 染 スル細

胞 ノ内約 八割 ハ細 菌學 的及 血 清 學 的 検 査 ニ ヨ リ

GErtner氏 腸 炎菌 ニー 致 スル モ ノ ナル事 テ知 レ

リ、 大 海 猿(500瓦 内外)二 於 テ 其 ノ血 清 中 二當

括

該細菌 二封 スル凝集性及補禮結合性抗盟 ノ確實

ナル産生テ5.2%(115例 中6例)二 登見 シ得 タ

リ、即自然的感染ニヨリ血清中二抗盟 ノ産生ラ

來 シ居ル動物 ガ外見上健康 ト目サル ・大動物中

二存スルモノナル事 テ知 ルニ至 レリ。以上ノ實

験ハ昭和7年 ヨリ昭和10年 迄四季 テ通 ジテ行

ヒシモノニシテG5rtner氏 腸炎菌 ノ海猿間二

如何 二自然的感染率 ノ大 ナルヵテ物語ルモ ノナ

リ、更 二昭和9年11月 ヨリ12月 ノ間二於テ健

康小動物 ノ清化管中二該細菌 ノ存否 テ検 シタル
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結果 ハ流 血 中 二菌 ノ混 染 ナ キ61例 中30例 一・・:・'ii'i

化管特 二食 道 中 二最 モ 劉駄例 二腸 炎菌 ノ存 在 イ

認 メタ ㌦ 詰 核實 験 二際 シ結 核 二罹 患 セ う メタ

!v小動物 《200瓦 内9ト)140例 中G5rtner氏 腸 炎

菌 ノ混染 二 依,し菌 血症 ラ撲 段或 ハ艶 死 ∴際 シ認

メタ,しモ ノ28例 ノ繁 ク可 キ 数 字 一 達 シ;・リ。

結 核實 験 二 際 シテ カ ・ル 多数 ・G5rtner氏 腸

炎菌 ノ混 染 手來 ス事 二關 シテ自然 界 二汎 ク分布

kル該 菌 ハ前 述 ノ如;.、其 ノiドilヒ管 中"-Sapro-

pbytisch二 存 一i、寒 冷 、 採 血或 ・・疾 丙 特 一 結

核 ノ如 キ盟 ノ濡 耗抵 抗 力'減 弱 テ來 、如 キ際 二

血 中 二侵 天 シ或 ハ臓 器 二達 シ毒 力 テ得 テ動物 テ

発 氏 二至 鳴モ!多 キ ニ ヨル そ ノナ ラ ・ ト思 惟 サ

ルo

以 上 ノ如 ク細 菌 學 的 ニ モ結 核 實 験 二際 う忽 ニ ス

可 カ ラギ ル關 係 二在 リ。

.更 二第ニ ニ注 目 ス可 ÷事 實 ハ病 琿 組織 學 的 病 愛

トシテ椴 性 結 節 デ『ラ成 シ、 溺 冥二於 テハ時 二結

核 二甚 シキ類 似 ノ 組 綴 反 懸 子 示 ス モ ノナ ・レ事

ナ リ。今 結 核動 物 海 瞑 ノ 撲 殺或 ハ 艶 死 二際 シ

G5rtner氏 腸 炎菌 ノ混 染 ヲ知 ラズ シ テ或 ハ該菌

∴封 ス'・認 誠 司映 与二於 テハ 組織 學 的 病 竈 愛 化

,楡 査 二際 シテ實験 結 果 山'斐シキ誤 謬 号招 來 セ

⊃事 弓候 レ.然 ラハ如何 ナル黙 二於 ア彼 我 相 類

へIL「uノ ナ リ'"、 肝 臓 二於 テハ病 逝6饗 娼伏態 病

婆 ノ縄過 殆 ン ドー・致 シ確 定的 ノ鑑 別 ハ細 菌學 的

'検 索 二侯 タザ,・可 ヵ ラザ ル ℃ ノア リ
。 肺 臓 及

隅1,臓・於 テモ或 ・定 時期 ∴ ア リテハ結 核 性 愛 化

ト相 一致 い レモ組織 像 ノ比 較 的 特 異 的 卜認 メ ラ

い 髪 化 二於 テ厘 、認 メ ラル、 是 等 ノ病 痩 テ 自

然的 感 染 二依 ・レ多数 ノ動 物 二登 見 シ.尚 實 験 的

二余 ノ分 離 シタルNo.4GO菌 ノ生 菌 屍 菌 ノー 定

量 ラ以 テ中等大1扇 冥二皮下 接 種 シ結 核性 病 竈 ト

比 較 セ リ儲 核 菌 トシテハ人 型 及牛 型 菌 ⇒用 フ)

其 ノ結 果 ト シテ雨者 甚 グ相酷 似 セ ル病 攣 及 病 竈

費現 欺愈 ⇒表 示 シ特 二肝臓 ノ假 性結 節 ハ 殆 ン ド

構造 上鑑 別 至難 ナ,レモ ノア リ、 肺臓 及脾 臓 二於

テ モ 結 核 性憂 化 ト ノ敷 似 勤 多 キ ラ 知 ・レテ得 タ

リ。

第八章 結 論

1・ 外 見 上健 康 駄 態 ト認 メ ラ ・い 海 瞑 中 二屡:

C㎞er氏 腸 炎菌 ノ混 染 一 惹 起 セル モ ノア リ

1045例 中 芝6例 二 細 菌 混 入 ラ認 ・中約8割 ハ

Gdrtner氏 腸 炎菌 ナ リキ.

2・ 健 康大 海摸 中 ニ ハG5rtner氏 腸 炎菌 二封

スル抗藍 ノ産 生 ア ・・モ ノア リ115例 ノ大 動 物 血

清中 一GErtner氏 菌 二封 スル 凝 集 性 及補 農 詰

合佳抗盟 ノ確 實 二 存 在 スル モ16例 テ 葬 見 セ

リ・此 ノ際 ノ凝 集 償 ハ200-600倍 ナ リキ。

3・ 健 康 小動 物61例 二於 テ消 化管 中 二G5rtner

氏菌 ノ 存 在 セル モ ノ 《流 血 中 ニ ナ シ)30例 二達

㍉ 特 二食道 中 二於 テ最 モ 多撒 例 二謹 明 シタ リ。

4・ 結核 實 験 二際 シ昭 和10年1月 ヨ リ昭 和11

年3月 迄 ノ 統 計 ニ ヨル ニ140例 中28例 ハ撲 殺

及発 死 二際 シ該 菌 ノ混 入 テ認 ノ タ リ(200瓦 内外

海獲 ニ ヨル)。

5.病 理 組 織 學 的 二暇 性 結 節 ラ形成 シ時 二甚 シ

ク結 核 ト類 似 ノ組 織反 雁 テ示 シ肝臓 二於 テハ 殆

ン ド其 ノ病 憂 ノ全 経 過 二於 テ肺 臓 及 脾臓 ニ ア リ

テ モ或 一定'時 期 一 ハ鑑 別 至 難 ノ組 織 像 ラ示 ス

モ ノナ リ、 是 等 ノ事 實 ラ多 数 ノ自然 的 及實 験 的

感 染 二於 テ明 二知,レ テ得 タ リ。

6.結 核 實 験 動 物 トシ テ瀕 冥4使 用 スル際 其 ノ

健 康歌 態 ノ選 定 ハ充 分 二愼 重 二行 ハ ル可 ク腹部

ノ緊張 弱 キ モ ノ等 ハ 使 用 二不 適 常 ナ リ。

7.小 動 物 ハU50瓦 内外)甚 シh腸 炎菌 二侵 サ

レ易 ク結 核 實 験 二封 ㍗ し病 量 ノ斐現 歌 態 ハ鏡 敏

ナ ル モ特 別 ノ試 験 ノ外 ハ 使 用 セザ ルニ可 ト㌔

8.動 物 ノ撲 殺 或 ハ発 死 二際 シテハ常 二腸 炎菌

ノ存 在 二注 意 シ心 血 ヨ リG5rtner氏 菌'混 入

如 何 テ検 スル事 重 要 ナ リ。

稿 ラ終 ・レニ臨 ミ終 始 御 懇 篤 ナ ㌧御指 導 及 御校 閲
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ラ艮易ハ リ シ酋鳥1;博 ・ヒ立立二 東巧く暢墜 岬〔『1『1墨校 サ丙箕「爬

學 教 室 佐 々、 藤 本 雨 教 授 ・=深甚 ナ ル謝 意 テ表 ス

(本稿 ノ要 旨 ハ昭 和11年4月5日 仙 憂=於 ケル

「1本結 核 病 學 會 二於 テ報 告 セ リ)。
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附圖説明

1.

2.

G氏 菌 自然 的感 染 ニ ヨ'レ海 狸 肺 臓 ノ乾 酪 肺 炎標

病 竈(右)トGranulom(左)、Haematoxylin-Eosin

染 色,

G氏 菌 自然 的 感 染 ニ ヨ'レ海 瞑 粋 臓 ノ 粟 粒壊 死 竈

Haematoxylin-Eosin染 色.

3.

4.

G氏 菌(屍菌)1/10mg皮 下接種 ニヨル肝臓 ノ壊死

竃14日 縄 過格子繊維 ビ'レシsウ スキー氏法岡氏

塑 法ニ ヨル染 色。

結核菌11100mg皮 下接種 ニ ヨル肝臓 ノ壊 死竈染

色法 同第3圖 。
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